
生活の中にあるものや身の回りの風景などから、中学生はどのような美し

さを感じているのでしょうか。今回のテーマは「いつもの通り道」。形の面

白さや色彩の違い、光がもたらす効果に着目し、自分が見付けた美しさを、

撮影し語ってもらいました。
私 の 見 方

家の近くのあぜ道

同じオレンジ色なのに、それぞれ色味が違って

いて美しいです。柿の木をちゃんと見たのは初

めてで、枝にぶら下がるように実がなっているの

が面白いと思いました。秋の味覚、秋の訪れを

感じます。

熊本市　Oさん

階段に反射して光っているはずなのに、階段

の底から光っている感じがして幻想的でした。

普段、上っている階段ですが一度立ち止まって

見てみると、いつもとは全然違う景色に見えて

とてもきれいでした。
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③ 特集 中学美術の学びを考える その 1

 中１・中２・中３でこんなに違う！
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 Interview03　群馬大学 名誉教授　新井哲夫

 学習指導要領・ここをチェック　村上尚徳

⑩ 村上センセイが行く！ 全国美術室探訪
 │第 6 回│ 横浜市立上飯田中学校　荻島千佳

⑭ インタビュー
 ミニチュア写真家・見立て作家　田中達也

⑯ 学びのフロンティア（小学校）

 マグネットマジック　玉置一仁

⑱ 子どもの見方
 │第 7 回│ マグネットマジック　奥村高明

⑳ 学びのフロンティア（中学校）

 「私と季節」の注染手ぬぐい　伊藤慶孝

㉒ 学びのフロンティア（高等学校）

 空想の世界を描く　中村美知枝

㉔ そぞろみ部
 │第 11 回│ 昭和　文：市川寛也 イラスト：今井未知

㉖ ラフスケッチ
 │第 9 回│早稲田大学本庄高等学院　三宅智之さん

㉗ ミュージアム・エデュケーションのトビラ
 福岡市美術館　鬼本佳代子

㉘ まず見る
 │第 22 回│ 重力を意識してみる　成相 肇

㉚ 「小学校教科 Web」「中美（チュービ）」 
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身近な材料をじっくりと観察して、何かの形を追い求

める生徒たち。時には材料同士を組み合わせることで、

頭に浮かんだイメージをさらに深めていく。

ページ下部に、それぞれのコーナーと校種の関連性の強さを

表示しています。各企画は小・中・高全ての校種に関連があ

りますが、特に関連の強い校種を大きくしています。

高中小
特に中学校に関連の強い
コーナーを表します。

例：

日本文教出版では中学3年間の発達の特性をきめ細かく分析し、
生徒の実態に合わせた資質・能力を育む美術の学びが最も重要であると考えています。

シリーズ特集「中学美術の学びを考える その１」では、
変化が激しく予測困難な現代社会の中で生徒が生き抜くために、

中学3年間の美術の学びがいかに大切なのかを考えてみたいと思います。

特集 中１・中２・中３でこんなに違う！

東京大学芸術創造連携研究機構
機構長

河合 祥一郎
（かわい しょういちろう）

東京大学芸術創造連携研究機構・機
構長、同大学大学院総合文化研究科
教授（表象文化論）。専門はシェイクス
ピア研究。著書に『ハムレットは太って
いた！』（サントリー学芸賞受賞）ほか、
単著、翻訳多数。

東京大学芸術創造連携研究機構
特任助教 髙木 紀久子
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文系・理系の７つの研究科を「アート」を軸に横断する組織。アートを取り入れたプログラムを実施することで、学生や研究者の知性を拡張し、
社会の未来をひらく新たな価値創造を目的とする。2019年5月発足。

ACUTに所属する筧康明准教授の研究室では、西陣織をベースに、異素材を
使用して新たな機能をもたせた織物を制作。芸術とテクノロジーを掛け合わ
せた研究では、アートと科学分野両方の感覚が必要となる。

制作：東京大学筧康明研究室＋株式会社細尾＋山口情報芸術センター

東京大学芸術創造連携研究機構 ACUT（Art Center, The University of Tokyo）

既存の美術の概念にとらわれない自由な切り口で、数多くのワーク
ショップや空間プロデュース、展覧会企画などを手がける。クリエイ
ティブリユースの実験室「IDEA R LAB」（岡山県）をベースに活動。

IDEA R LAB
大月 ヒロ子（おおつき ひろこ）

　「ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
リ
ユ
ー
ス
」と
は
、家

庭
や
企
業
か
ら
出
た
廃
材
を
別
の
何
か

に
つ
く
り
変
え
、新
し
い
価
値
を
生
み
出

す
取
り
組
み
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。つ
く

り
手
の
創
造
力
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ

る
点
が
特
徴
で
す
。

　二
〇
一
三
年
に
地
元
・
岡
山
県
倉
敷
市

の
玉
島
に「IDEA R LAB

」と
い
う
拠
点

を
開
設
し
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
リ
ユ
ー
ス
を

核
に
し
た
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。廃
材

の
利
点
は
田
舎
で
あ
れ
都
会
で
あ
れ
人
間

が
い
る
か
ぎ
り
必
ず
出
て
く
る
こ
と
、地

域
特
性
が
あ
る
こ
と
、そ
し
て
無
料
で
あ

る
こ
と
で
す
。電
話
帳
を
め
く
り
、現
地
の

企
業
に
な
ん
の
ツ
テ
も
な
く
電
話
を
し
た

の
で
す
が
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
場
や
縫
製
工

場
の
方
々
が
取
り
組
み
に
賛
同
し
て
く
れ

て
、そ
の
後
も
、各
所
か
ら
色
と
り
ど
り
の

魅
力
的
な
廃
材
が
次
々
と
集
ま
っ
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
う
し
て
集
め
た
廃
材
を
素
材
に
し

て
子
ど
も
た
ち
と
も
の
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
と
、皆
、目
を
輝
か
せ

な
が
ら
つ
く
り
始
め
ま
す
。特
に
盛
り
上

が
る
の
は
分
類
作
業
で
、分
類
す
る
こ
と

で
ゴ
ミ
の
山
が
あ
る
一
瞬
か
ら
素
材
の
山

に
な
る
。そ
れ
を
経
験
す
る
と
面
白
く
て

し
ょ
う
が
な
く
な
る
よ
う
で
す
。廃
材
か

ら
も
の
を
つ
く
る
こ
と
は
、廃
材
を
何
か

に
見
立
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。見
立
て

は
美
術
で
身
に
付
く
重
要
な
力
。見
立
て

を
通
し
て
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
鍛
え
る
こ

と
で
、自
分
の
頭
で
判
断
す
る
力
が
身
に

付
き
ま
す
。私
は
小
さ
い
頃
か
ら
も
の
づ

く
り
が
好
き
で
し
た
が
、美
術
と
は
美
術

館
に
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
自
由
で
楽
し
い
も
の
で
す
。美
術

的
な
目
線
で
街
の
扉
を
開
け
る
と
、こ
ん

な
に
も
面
白
い
も
の
や
き
れ
い
な
も
の
が

あ
る
。そ
れ
に
気
付
く
こ
と
は
、生
き
る

喜
び
で
あ
り
、今
の
仕
事
や
活
動
を
支
え

る
原
動
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

今
は
ま
だ
小
規
模
な
活
動
で
す
が
、「
こ

ん
な
こ
と
も
で
き
る
」と
い
う
実
例
を
重

ね
て
い
け
ば
、学
校
な
ど
公
の
場
で
も
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。廃

校
な
ど
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
リ
ユ
ー
ス
の
拠
点
が
増

え
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
か
ら
東
京
国
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ

れ
て
い
る
、ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
向
け
ア
ー
ト
鑑
賞

プ
ロ
グ
ラ
ム「Dialogue in the M

useum

」が
、

大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
世
界
の
エ
リ
ー

ト
は
な
ぜ「
美
意
識
」を
鍛
え
る
の
か
』の
著
者
・

山
口
周
さ
ん
を
共
同
企
画
者
に
迎
え
、ア
ー
ト
鑑

賞
を
通
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス
を
鍛
え
る
試
み

が
、意
識
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
共
感
を
呼

ん
で
い
ま
す
。参
加
者
は
、ど
ん
な
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　「当
館
で
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
来
館
者
向
け
の

対
話
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
上
に
、山

口
さ
ん
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、「
観
る
力
」「
感
じ
る
力
」「
言
葉
に
す
る
力
」

「
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
力
」「
美
意
識
」の
５
つ

の
力
を
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
ま
し
た
。ア
ー

ト
鑑
賞
に
よ
っ
て
身
に
付
け
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
力

が
、現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
須
の
ス
キ
ル
と
な
っ
た

こ
と
が
、高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

理
由
の
一
つ
な
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
担
当
者
）。

　中
学
生
の
時
期
に
こ
れ

ら
と
同
様
の
力
を
身
に
付

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、社

会
に
出
た
と
き
に
ま
す
ま

す
重
視
さ
れ
そ
う
で
す
。

ゴ
ミ
の
山
が

宝
の
山
に
変
わ
る
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は
な
く
、「
教
師
に
反
論
す
る
」学
生
で

す
。そ
の
意
味
で
、ア
ー
ト
に
お
け
る
答

え
は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、い
ろ
い

ろ
な
発
想
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を
中

学
生
の
頃
か
ら
経
験
す
る
こ
と
で
、可
能

性
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
む
の
で
は
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　そ
も
そ
も
学
び
と
は
、上
か
ら
押
し
付

け
る
も
の
で
は
な
く
、生
徒
の
中
に「
知

り
た
い
、学
び
た
い
」と
い
う
自
主
的
な

欲
求
、つ
ま
り
種
を
育
む
こ
と
で
す
。そ

う
し
た
種
は
、心
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、楽

し
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
初
め

て
生
ま
れ
て
き
ま
す
。そ
の
子
に
と
っ
て

面
白
く
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、別
の
も
っ

と
面
白
い
も
の
を
見
付
け
れ
ば
い
い
。そ

の
子
の
中
に
一
つ
で
も
二
つ
で
も
面
白
い

も
の
が
で
き
れ
ば
、そ
れ
が
そ
の
子
の
セ

ン
ス
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　何
か
を
面
白
が
る
心
の
豊
か
さ
や
余

裕
は
様
々
な
心
の
扉
を
開
き
ま
す
が
、そ

の
土
壌
を
育
む
こ
と
が
ア
ー
ト
の
役
割

で
す
。中
学
生
の
頃
か
ら
ア
ー
ト
を
通
し

て
心
を
豊
か
に
し
、自
主
的
に
学
ん
で
い

く
こ
と
で
、知
識
と
感
性
と
を
併
せ
も
っ

た
総
合
的
な「
教
養
」を
身
に
付
け
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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夕方6時くらいから
ネット見て寝て、
朝４時に起きてネット見る。

いちばん好きな電車は
丸ノ内線最新車両！
赤色の車体に白と黒の
サインウェーブの調和がすごい。
いつ見ても笑顔が
止まらない。

自分には人より秀でているところが
何もないって思っちゃう。

美術で作品をつくると　 自分を見られている感じでちょっと怖い。

反抗しても疲れるし、
そんな体力がないからしない。

3年生が引退して卓球部の
部長になり責任感を感じる。

怒りが爆発すると、
頭冷やすために2時間くらい家出する。

今自分、　めっちゃ反抗期。

2年生になって
中学を楽しむ余裕はできた。

美術は必要。

YouTube大好き。

中学2年生の今　「学校」「私」「美術」

アイドルのライブで
ペンライトを使った
演出を見て、
これは美術だ！って思う。

自分を嫌いになると
生きにくくなるから
頑張っていいところを探そうと思う。

私は美術が嫌い。
途中まではいいのに
最後に仕上げるときに
なぜか崩れちゃう。

今は生活がルーティン化して
1週間がすごく早い。
このまま3年生になると思うと怖い……。

アイデアは自分でつくり、
考えるもの。
自分の限界を
知ることができる！

クラス替えでメンバーが替わって、
慣れないから気を遣うし、
落ち着かなくて、
友だち関係が今ちょっと難しく感じてる。

心の中に浮かぶものがあるのに、
納得がいくように描けない。
だから美術が好きになれない。

将来は医学を勉強したい。
最新の医療でどこまで人を救えるか？

同じ「怒り」を表すのでも
美術の表現は
人によって 違う。

美術は自分の気持ちを
文字以外の
形にするのが面白い。

逆に答えが
1つじゃないからいい！

絵から受けるインスピレーションは
何が正解か分からない。
答えが2つの方が好き。

自分はつまらない人に思えて
相手はなんで話してくれているんだろうとか
つい考えてしまう。

中学生まっただ中の2年生に、

学校のこと、友だちのこと、

そして自分のこと、

自由に語ってもらいました。

そこには美術の活動にも

つながるようなヒントも

込められていて……。

特集 中１・中２・中３でこんなに違う！
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夕方6時くらいから
ネット見て寝て、
朝４時に起きてネット見る。

いちばん好きな電車は
丸ノ内線最新車両！
赤色の車体に白と黒の
サインウェーブの調和がすごい。
いつ見ても笑顔が
止まらない。

自分には人より秀でているところが
何もないって思っちゃう。

美術で作品をつくると　 自分を見られている感じでちょっと怖い。

反抗しても疲れるし、
そんな体力がないからしない。

3年生が引退して卓球部の
部長になり責任感を感じる。

怒りが爆発すると、
頭冷やすために2時間くらい家出する。

今自分、　めっちゃ反抗期。

2年生になって
中学を楽しむ余裕はできた。

美術は必要。

YouTube大好き。

中学2年生の今　「学校」「私」「美術」

アイドルのライブで
ペンライトを使った
演出を見て、
これは美術だ！って思う。

自分を嫌いになると
生きにくくなるから
頑張っていいところを探そうと思う。

私は美術が嫌い。
途中まではいいのに
最後に仕上げるときに
なぜか崩れちゃう。

今は生活がルーティン化して
1週間がすごく早い。
このまま3年生になると思うと怖い……。

アイデアは自分でつくり、
考えるもの。
自分の限界を
知ることができる！

クラス替えでメンバーが替わって、
慣れないから気を遣うし、
落ち着かなくて、
友だち関係が今ちょっと難しく感じてる。

心の中に浮かぶものがあるのに、
納得がいくように描けない。
だから美術が好きになれない。

将来は医学を勉強したい。
最新の医療でどこまで人を救えるか？

同じ「怒り」を表すのでも
美術の表現は
人によって 違う。

美術は自分の気持ちを
文字以外の
形にするのが面白い。

逆に答えが
1つじゃないからいい！

絵から受けるインスピレーションは
何が正解か分からない。
答えが2つの方が好き。

自分はつまらない人に思えて
相手はなんで話してくれているんだろうとか
つい考えてしまう。

中学生まっただ中の2年生に、

学校のこと、友だちのこと、

そして自分のこと、

自由に語ってもらいました。

そこには美術の活動にも

つながるようなヒントも

込められていて……。

特集 中１・中２・中３でこんなに違う！
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1年
2年

3年

このお花
なんだか好き！

こう見ると・・・

どちらも
それぞれ
美しい！

3年間の発達の段階に合わせた指導が
より重視されるように。

　わずか3年間で身体にも心にも劇的な変化が起こる中学生。その
発達の段階に合わせて授業を行うことの重要性が、今回の学習指
導要領に明記されました。美術は、単に絵を描いたりものをつくっ
たりする教科ではなく、人間の心や知性の発達と大きくかかわり、
価値観や概念が形成されたり変化したりする中で成立している教
科です。このような心や知性の発達を考慮して、その年代にならな
いとできない美術教育を意識して行っていく必要があります。
　特に、中学３年生の頃は、直接目に見えるものだけではなく、その
本質的なものなどへの意識が深まる時期でもあり、金箔がはがれた
仏像を見て、「きれいではないが、美しい」といった価値観が分かる
ようになる時期です。この年代に、本当によいものや美しいものを
自分の目と手と心で確認し、大人に向けての確かな価値観を構築し
ていくことが極めて重要です。一人一人の先生方が、中学３年生ま
で美術が必修教科であることの意味を考えながら授業を行うこと
が必要であり、そのためには3学年それぞれの発達の段階に合わ
せた教科書も大切なのです。

ここをチェック

学 習 指 導 要 領

IPU・環太平洋大学副学長
次世代教育学部教授

村上 尚徳（むらかみ ひさのり）

第2 各学年の目標及び内容
〔第2学年及び第3学年〕
3 内容の取扱い
（1）第2学年及び第3学年では,第1学年において身に付け
た資質・能力を柔軟に活用して,表現及び鑑賞に関する資
質・能力をより豊かに高めることを基本とし,第2学年と第3
学年の発達の特性を考慮して内容の選択や一題材に充て
る時間数などについて十分検討すること。

Interview 03

特集 中１・中２・中３でこんなに違う！

成
長
過
程
で
こ
ん
な
に
違
う

　子
ど
も
た
ち
は
小
学
校
高
学
年
頃
か
ら
言
語

の
運
用
能
力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、論
理
的
な

思
考
力
が
高
ま
る
の
に
反
比
例
し
て
、絵
へ
の
興

味
が
薄
れ
て
い
く
ん
で
す
ね
。中
学
生
も
そ
の
延

長
線
上
に
あ
り
、こ
の
時
期
は
絵
に
対
し
て
興
味

を
抱
く
子
ど
も
は
ほ
ん
の
一
握
り
だ
と
い
う
こ
と

を
前
提
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　し
た
が
っ
て
、苦
手
意
識
を
も
っ
て
中
学
に

入
っ
て
き
た
生
徒
に
対
し
、「
自
由
に
描
き
な
さ

い
」と
い
う
の
は
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ

こ
で
、絵
を
描
く
こ
と
に
対
す
る
動
機
付
け
を
工

夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　例
え
ば
、風
景
を
描
く
場
合
、一
年
生
で
は
、造

形
的
な
問
題
よ
り
も
感
情
的
な
要
素
を
重
視
し
、

各
自
思
い
入
れ
が
強
い
対
象
を
選
ば
せ
る
よ
う

に
す
る
と
効
果
的
で
す
。

　二
年
生
で
は
、造
形
的
な
視
点
に
着
目
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。同
じ
風
景
で
も
、広
が
り
や

ら
も
、美
術
や
造
形
の
世
界
に
親
し
み
、関
心
を

抱
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。美
術
教

育
の
目
的
は
、生
涯
を
通
じ
て
美
術
や
造
形
の
世

界
に
関
心
を
抱
き
、造
形
的
な
感
覚
や
判
断
力

を
自
ら
の
生
活
に
活
用
で
き
る
資
質
・
能
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

　私
た
ち
の
周
囲
に
は
、形
や
色
彩
を
伴
わ
な
い

も
の
は
存
在
し
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を

組
み
立
て
る
力
や
読
み
解
く
力
を
、す
べ
て
の
生

徒
が
実
体
験
を
通
し
て
身
に
付
け
る
場
は
、美

術
の
授
業
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　美
術
の
授
業
に
は
正
解
は
な
い
と
言
わ
れ
ま

す
が
、正
解
が
な
い
中
で
、よ
り
よ
い
答
え
を
追

求
す
る
こ
と
は
、複
雑
な
現
実
社
会
を
生
き
る

人
間
に
求
め
ら
れ
る
生
き
方
そ
の
も
の
で
す
。

　本
当
の
意
味
で
の
生
き
る
力
を
鍛
え
る
教
科

が
美
術
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

横浜市立中学校教諭を経て、群馬大
学教授、明治学院大学教授を歴任。専
門は図画工作・美術科教育。著書に

『思春期の美術教育』（日本文教出版）
など多数。

学
年
の
発
達
特
性
に
即
し
た

美
術
の
学
び
が
生
き
る
力
に

群馬大学 名誉教授

新井 哲夫（あらい てつお）

奥
行
き
な
ど
の
空
間
の
美
し
さ
と
い
う
点
に
着

目
さ
せ
、自
分
が
感
じ
取
っ
た
空
間
の
美
し
さ
を

表
現
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
ま
す
。同
時
に
、体

験
を
通
し
て
、〈
表
現
＝
再
現（
模
写
）〉で
は
な
い

こ
と
に
も
、気
付
か
せ
た
い
も
の
で
す
。

　さ
ら
に
、三
年
生
で
は
、こ
れ
ま
で
の
学
習
経

験
を
踏
ま
え
て
、自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
、材
料

や
技
法
を
工
夫
し
て
、主
体
的
に
表
現
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、実
際
は
そ
こ
ま

で
到
達
で
き
る
生
徒
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。し
か

し
、そ
れ
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。絵
を
描
く
こ
と
は

苦
手
で
あ
っ
て
も
、絵
画
作
品
を
見
て
、表
現
さ

れ
て
い
る
内
容
や
造
形
的
な
美
し
さ
を
感
じ
取

り
、表
現
上
の
工
夫
を
読
み
取
り
な
が
ら
、作
品

を
深
く
味
わ
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、そ
れ
は
絵
画

と
い
う
も
の
に
主
体
的
に
か
か
わ
る
力
を
身
に
付

け
た
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
意
味
で
も
、一
年
生
か
ら
表
現
活
動
と
関

連
付
け
な
が
ら
、鑑
賞
活
動
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。従
来
、表
現
活
動
が

苦
手
な
生
徒
は
、美
術
全
体
を
苦
手
だ
と
思
い

込
ん
で
し
ま
う
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
し
た
。

と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。

美
術
の
授
業
で
し
か
学
べ
な
い
こ
と

　こ
れ
ま
で
絵
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、も
ち
ろ

ん
美
術
の
授
業
で
は
、彫
刻
も
デ
ザ
イ
ン
も
工
芸

に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。い
ず
れ
の
分
野
で
も
、表

現
や
制
作
だ
け
で
な
く
、鑑
賞
や
批
評
の
側
面
か
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1年
2年

3年

このお花
なんだか好き！

こう見ると・・・

どちらも
それぞれ
美しい！

3年間の発達の段階に合わせた指導が
より重視されるように。

　わずか3年間で身体にも心にも劇的な変化が起こる中学生。その
発達の段階に合わせて授業を行うことの重要性が、今回の学習指
導要領に明記されました。美術は、単に絵を描いたりものをつくっ
たりする教科ではなく、人間の心や知性の発達と大きくかかわり、
価値観や概念が形成されたり変化したりする中で成立している教
科です。このような心や知性の発達を考慮して、その年代にならな
いとできない美術教育を意識して行っていく必要があります。
　特に、中学３年生の頃は、直接目に見えるものだけではなく、その
本質的なものなどへの意識が深まる時期でもあり、金箔がはがれた
仏像を見て、「きれいではないが、美しい」といった価値観が分かる
ようになる時期です。この年代に、本当によいものや美しいものを
自分の目と手と心で確認し、大人に向けての確かな価値観を構築し
ていくことが極めて重要です。一人一人の先生方が、中学３年生ま
で美術が必修教科であることの意味を考えながら授業を行うこと
が必要であり、そのためには3学年それぞれの発達の段階に合わ
せた教科書も大切なのです。

ここをチェック

学 習 指 導 要 領

IPU・環太平洋大学副学長
次世代教育学部教授

村上 尚徳（むらかみ ひさのり）

第2 各学年の目標及び内容
〔第2学年及び第3学年〕
3 内容の取扱い
（1）第2学年及び第3学年では,第1学年において身に付け
た資質・能力を柔軟に活用して,表現及び鑑賞に関する資
質・能力をより豊かに高めることを基本とし,第2学年と第3
学年の発達の特性を考慮して内容の選択や一題材に充て
る時間数などについて十分検討すること。

Interview 03

特集 中１・中２・中３でこんなに違う！

成
長
過
程
で
こ
ん
な
に
違
う

　子
ど
も
た
ち
は
小
学
校
高
学
年
頃
か
ら
言
語

の
運
用
能
力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、論
理
的
な

思
考
力
が
高
ま
る
の
に
反
比
例
し
て
、絵
へ
の
興

味
が
薄
れ
て
い
く
ん
で
す
ね
。中
学
生
も
そ
の
延

長
線
上
に
あ
り
、こ
の
時
期
は
絵
に
対
し
て
興
味

を
抱
く
子
ど
も
は
ほ
ん
の
一
握
り
だ
と
い
う
こ
と

を
前
提
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　し
た
が
っ
て
、苦
手
意
識
を
も
っ
て
中
学
に

入
っ
て
き
た
生
徒
に
対
し
、「
自
由
に
描
き
な
さ

い
」と
い
う
の
は
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ

こ
で
、絵
を
描
く
こ
と
に
対
す
る
動
機
付
け
を
工

夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　例
え
ば
、風
景
を
描
く
場
合
、一
年
生
で
は
、造

形
的
な
問
題
よ
り
も
感
情
的
な
要
素
を
重
視
し
、

各
自
思
い
入
れ
が
強
い
対
象
を
選
ば
せ
る
よ
う

に
す
る
と
効
果
的
で
す
。

　二
年
生
で
は
、造
形
的
な
視
点
に
着
目
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。同
じ
風
景
で
も
、広
が
り
や

ら
も
、美
術
や
造
形
の
世
界
に
親
し
み
、関
心
を

抱
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。美
術
教

育
の
目
的
は
、生
涯
を
通
じ
て
美
術
や
造
形
の
世

界
に
関
心
を
抱
き
、造
形
的
な
感
覚
や
判
断
力

を
自
ら
の
生
活
に
活
用
で
き
る
資
質
・
能
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

　私
た
ち
の
周
囲
に
は
、形
や
色
彩
を
伴
わ
な
い

も
の
は
存
在
し
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を

組
み
立
て
る
力
や
読
み
解
く
力
を
、す
べ
て
の
生

徒
が
実
体
験
を
通
し
て
身
に
付
け
る
場
は
、美

術
の
授
業
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　美
術
の
授
業
に
は
正
解
は
な
い
と
言
わ
れ
ま

す
が
、正
解
が
な
い
中
で
、よ
り
よ
い
答
え
を
追

求
す
る
こ
と
は
、複
雑
な
現
実
社
会
を
生
き
る

人
間
に
求
め
ら
れ
る
生
き
方
そ
の
も
の
で
す
。

　本
当
の
意
味
で
の
生
き
る
力
を
鍛
え
る
教
科

が
美
術
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

横浜市立中学校教諭を経て、群馬大
学教授、明治学院大学教授を歴任。専
門は図画工作・美術科教育。著書に

『思春期の美術教育』（日本文教出版）
など多数。

学
年
の
発
達
特
性
に
即
し
た

美
術
の
学
び
が
生
き
る
力
に

群馬大学 名誉教授

新井 哲夫（あらい てつお）

奥
行
き
な
ど
の
空
間
の
美
し
さ
と
い
う
点
に
着

目
さ
せ
、自
分
が
感
じ
取
っ
た
空
間
の
美
し
さ
を

表
現
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
ま
す
。同
時
に
、体

験
を
通
し
て
、〈
表
現
＝
再
現（
模
写
）〉で
は
な
い

こ
と
に
も
、気
付
か
せ
た
い
も
の
で
す
。

　さ
ら
に
、三
年
生
で
は
、こ
れ
ま
で
の
学
習
経

験
を
踏
ま
え
て
、自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
、材
料

や
技
法
を
工
夫
し
て
、主
体
的
に
表
現
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、実
際
は
そ
こ
ま

で
到
達
で
き
る
生
徒
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。し
か

し
、そ
れ
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。絵
を
描
く
こ
と
は

苦
手
で
あ
っ
て
も
、絵
画
作
品
を
見
て
、表
現
さ

れ
て
い
る
内
容
や
造
形
的
な
美
し
さ
を
感
じ
取

り
、表
現
上
の
工
夫
を
読
み
取
り
な
が
ら
、作
品

を
深
く
味
わ
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、そ
れ
は
絵
画

と
い
う
も
の
に
主
体
的
に
か
か
わ
る
力
を
身
に
付

け
た
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
意
味
で
も
、一
年
生
か
ら
表
現
活
動
と
関

連
付
け
な
が
ら
、鑑
賞
活
動
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。従
来
、表
現
活
動
が

苦
手
な
生
徒
は
、美
術
全
体
を
苦
手
だ
と
思
い

込
ん
で
し
ま
う
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
し
た
。

と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。

美
術
の
授
業
で
し
か
学
べ
な
い
こ
と

　こ
れ
ま
で
絵
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、も
ち
ろ

ん
美
術
の
授
業
で
は
、彫
刻
も
デ
ザ
イ
ン
も
工
芸

に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。い
ず
れ
の
分
野
で
も
、表

現
や
制
作
だ
け
で
な
く
、鑑
賞
や
批
評
の
側
面
か
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全国美術室探訪

▲

個々の気付きや失敗、答

えなどをまとめる『ポート

フォリオ』は、３年間にわた

る成長プロセスの記録。

▲ 　教室入り口に看板を置き、生徒・

保護者・教員に進行中の授業のテー

マや取り組みを発信。

▲

 　『木材の比べ方見本』

は、実際に手で触れ、に

おいを嗅いで木材選び

ができる、アイデア満載

のオリジナル資料。

▲ 授業中の発言者は、その都度、ジャ

ンケンで決定。ゲーム感覚の仕掛け

で生徒の積極性を引き出す作戦。

神奈川県横浜市出身。武蔵野美術大学を卒業後、非

常勤・臨時教員を経て、1994年より正規教員として

勤務。以来11校を歴任し、2011年より現職。

美術教科書著者である村上尚徳先生が

全国の美術室を訪問。

“村上先生視点”で、現場の工夫や

先生方の美術教育への思いに迫ります。

隣の中学校は何をしているの？

村上センセイが行く！

荻島千佳

横
浜
市
立
上
飯
田
中
学
校

荻
島

千
佳
先
生

第 6 回

ち

お
ぎ

し
ま

か

岡山県出身。岡山市立中学校教諭、岡山県教育庁指

導課指導主事を経て、文部科学省教科調査官、及び

国立教育政策研究所教育課程調査官に。平成20年

の中学校美術、高等学校芸術（美術・工芸）の学習指

導要領改訂に携わり、2011年より現職。

村上尚徳

探訪を終えて…

対談の動画は

日文チャンネルでご覧いただけます。

かみ ひさむら のり

ＩＰＵ・環太平洋大学副学長

次世代教育学部教授

大きな模造紙で考えを共有しながら活動を進める生徒たち。

中
学
校
美
術
科
は
教
科
で
あ
る

以
上
�
生
徒
の
才
能
や
セ
ン
ス
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
る
の
で
は
な
く
�
教

師
が
手
立
て
を
講
じ
る
こ
と
で
全

て
の
生
徒
が
ね
ら
い
を
実
現
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
�
荻
島
先
生
の
授
業
は
�
試

す
�
気
付
く
�
考
え
る
な
ど
の
学
び

の
プ
ロ
セ
ス
が
明
確
で
�
生
徒
が

気
付
い
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と

を
グ
ル
�
プ
や
ク
ラ
ス
で
紹
介
し

合
い
な
が
ら
学
習
が
深
め
ら
れ
る

よ
う
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
�
中
学

校
を
卒
業
し
た
あ
と
に
も
�
美
術

科
で
学
ん
だ
こ
と
を
�
生
徒
が
実

感
で
き
る
よ
う
な
授
業
で
し
た
�

今日の一枚

生
徒
と
つ
く
る
ロ
ッ
ク
で
ワ
ル
ツ
な
授
業
空
間
。

“

素
材
基
地”

を
中
心
に
学
び
の
輪
が
広
が
る
！

遊
び
心
を
随
所
に
散
り
ば
め
た

ア
�
プ
テ
ン
ポ
な
授
業
展
開

村
上

今
日
は
一
年
生
の
﹁
色
実
験
﹂

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
�

生
徒
た
ち
と
テ
ン
ポ
よ
く
対
話
し
な

が
ら
進
め
る
ハ
イ
テ
ン
シ
�
ン
な
授

業
に
は
驚
き
ま
し
た
�

荻
島

本
校
は
多
様
性
に
あ
ふ
れ
た

中
学
校
で
�
全
校
生
徒
の
二
割
を
超

え
る
外
国
籍
の
子
も
�
支
援
が
必
要

な
子
も
�
同
じ
ク
ラ
ス
で
学
ん
で
い
ま

す
�
生
徒
の
学
力
や
理
解
力
の
差
も

大
き
く
�
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
子

も
い
ま
す
�
そ
ん
な
生
徒
た
ち
全
員

に
美
術
の
楽
し
さ
を
分
か
�
て
も
ら

う
に
は
�
授
業
に
ゲ
�
ム
の
要
素
を

加
え
て
参
加
し
や
す
く
し
た
り
�
目

で
見
て
分
か
る
資
料
や
シ
ン
プ
ル
な

言
葉
に
よ
る
指
導
を
し
た
り
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
た
ん
で
す
�

村
上

授
業
全
体
を
ユ
ニ
バ
�
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
化
し
て
い
る
ん
で
す
ね
�

荻
島

最
初
は
苦
労
し
ま
し
た
が
�
生

徒
た
ち
と
対
話
し
な
が
ら
�
何
年
も

か
け
て
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
り
あ

げ
て
き
ま
し
た
�
一
方
で
�
授
業
の
中

で
つ
ま
ず
き
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
で
は

あ
え
て
答
え
を
教
え
ず
�
生
徒
た
ち

が
じ
�
く
り
考
え
失
敗
か
ら
気
付
き

を
得
ら
れ
る
時
間
を
取
�
た
り
�
生

徒
が
行
き
詰
ま
�
て
き
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
﹁
カ
ン
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
﹂
を
設

け
�
他
の
生
徒
と
工
夫
を
共
有
し
発

想
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
�

リ
ズ
ム
よ
く
活
動
に
集
中
で
き
る
よ

う
工
夫
し
て
い
ま
す
�

　そ
し
て
�
全
て
の
活
動
に
お
い
て

授
業
の
展
開
か
ら
教
材
ま
で
�
生
徒

の
気
付
き
や
成
長
に
つ
な
が
る
遊
び

心
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
�

村
上

美
術
室
は
作
品
の
掲
示
が
少

な
い
一
方
で
�
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う

な
モ
ノ
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
ね
�

荻
島

自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
�
を
見

つ
め
て
ほ
し
い
の
で
�
あ
え
て
作
家

作
品
は
掲
示
せ
ず
�
モ
チ
ベ
�
シ
�

ン
ア
�
プ
に
つ
な
が
る
生
徒
作
品
を

少
し
だ
け
展
示
し
て
い
ま
す
�
そ
の

分
�
様
々
な
材
料
や
用
具
�
資
料
�
教

材
を
む
き
出
し
の
ま
ま
置
い
て
お

り
�
生
徒
が
部
活
動
で
使
う
道
具
の

制
作
や
修
理
�
他
教
科
の
先
生
の
教

材
の
加
工
な
ど
�
美
術
の
授
業
を
超

え
た
学
校
の

”
素
材
基
地
“
と
し
て

役
立
て
て
も
ら
�
て
い
ま
す
�

村
上

他
教
科
の
先
生
と
も
�
美
術
室

を
中
心
に
し
て
交
流
を
深
め
て
い

ら
�
し
�
る
の
で
す
ね
�

荻
島

そ
う
な
ん
で
す
�
美
術
と
い
う

教
科
は
理
科
や
数
学
と
関
係
が
深
い

し
�
感
覚
を
表
現
す
る
国
語
の
力
も

磨
け
ま
す
�
そ
ん
な
美
術
の
可
能
性

を
他
教
科
の
先
生
や
地
域
の
方
々
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
に
は
�﹁
今
�
美

術
で
何
を
し
て
い
る
の
か
﹂
を
発
信

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
�
美

術
室
の
前
に
は
授
業
の
テ
�
マ
や
取

り
組
み
を
ま
と
め
た
看
板
を
置
い
て

い
ま
す
�
美
術
室
を
開
か
れ
た
空
間

に
し
て
�
人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
�
生
徒
が
成
長
で
き
る

環
境
を
つ
く
り
た
い
と
思
う
ん
で
す
�

村
上

授
業
の
中
に
学
習
指
導
要
領

の
要
素
が
し
�
か
り
と
散
り
ば
め
ら

れ
て
い
て
�
よ
く
考
え
て
準
備
さ
れ

て
い
ま
す
�
そ
れ
が
荻
島
先
生
の
快

活
な
授
業
の
肝
な
ん
で
す
ね
�

荻
島

私
は
美
術
を
﹁
学
問
﹂
だ
と
考

え
て
い
て
�
授
業
は
基
礎
力
の
獲
得

→

課
題
の
ク
リ
ア→

答
え
の
発
見
・

考
察
と
い
う
構
成
を
意
識
し
て
組
み

立
て
て
い
ま
す
�
そ
の
よ
う
な
授
業

を
三
年
間
通
し
て
行
う
こ
と
で
�
段

階
的
に
﹁
思
考
す
る
能
力
﹂
を
身
に

付
け
て
い
�
て
ほ
し
い
�
そ
の
た
め

生
徒
一
人
一
人
に
ポ
�
ト
フ
�
リ
オ

を
用
意
し
�
三
年
間
の
気
付
き
や
失

敗
�
創
造
�
自
分
が
た
ど
り
着
い
た
答

え
を
一
冊
に
ま
と
め
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
�

美
術
の
一
番
の
魅
力
は
�
答
え
が

一
つ
で
は
な
い
こ
と
�
生
徒
に
は
�

自
分
で
考
え
�
自
分
だ
け
の
答
え
を

見
付
け
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い

と
思
い
�
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
提
供
し

て
き
ま
し
た
�

あ
る
卒
業
生
か
ら
﹁
先
生
の
授
業

で
�
自
分
で
考
え
る
力
が
身
に
付
い

た
と
思
う
﹂
と
言
わ
れ
た
と
き
�
こ

れ
で
い
い
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
�
考

え
る
力
さ
え
身
に
付
い
た
ら
�
人
生

な
ん
と
で
も
な
り
ま
す
か
ら
�

生
徒
�
教
員
�
地
域
の
方
々
�

人
と
か
か
わ
り
授
業
を
つ
く
る

三
年
間
で
段
階
的
に

﹁
思
考
す
る
能
力
﹂
を
伸
ば
す
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全国美術室探訪

▲

 　個々の気付きや失敗、答

えなどをまとめる『ポート

フォリオ』は、３年間にわた

る成長プロセスの記録。

▲ 教室入り口に看板を置き、生徒・

保護者・教員に進行中の授業のテー

マや取り組みを発信。

▲

『木材の比べ方見本』

は、実際に手で触れ、に

おいを嗅いで木材選び

ができる、アイデア満載

のオリジナル資料。

▲ 授業中の発言者は、その都度、ジャ

ンケンで決定。ゲーム感覚の仕掛け

で生徒の積極性を引き出す作戦。

神奈川県横浜市出身。武蔵野美術大学を卒業後、非

常勤・臨時教員を経て、1994年より正規教員として

勤務。以来11校を歴任し、2011年より現職。

美術教科書著者である村上尚徳先生が

全国の美術室を訪問。

“村上先生視点”で、現場の工夫や

先生方の美術教育への思いに迫ります。

隣の中学校は何をしているの？

村上センセイが行く！

荻島千佳

横
浜
市
立
上
飯
田
中
学
校

荻
島

千
佳
先
生

第 6 回

ち

お
ぎ

し
ま

か

岡山県出身。岡山市立中学校教諭、岡山県教育庁指

導課指導主事を経て、文部科学省教科調査官、及び

国立教育政策研究所教育課程調査官に。平成20年

の中学校美術、高等学校芸術（美術・工芸）の学習指

導要領改訂に携わり、2011年より現職。

村上尚徳

探訪を終えて…

対談の動画は

日文チャンネルでご覧いただけます。

かみ ひさむら のり

ＩＰＵ・環太平洋大学副学長

次世代教育学部教授

大きな模造紙で考えを共有しながら活動を進める生徒たち。

　中
学
校
美
術
科
は
教
科
で
あ
る

以
上
�
生
徒
の
才
能
や
セ
ン
ス
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
る
の
で
は
な
く
�
教

師
が
手
立
て
を
講
じ
る
こ
と
で
全

て
の
生
徒
が
ね
ら
い
を
実
現
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
�
荻
島
先
生
の
授
業
は
�
試

す
�
気
付
く
�
考
え
る
な
ど
の
学
び

の
プ
ロ
セ
ス
が
明
確
で
�
生
徒
が

気
付
い
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と

を
グ
ル
�
プ
や
ク
ラ
ス
で
紹
介
し

合
い
な
が
ら
学
習
が
深
め
ら
れ
る

よ
う
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
�
中
学

校
を
卒
業
し
た
あ
と
に
も
�
美
術

科
で
学
ん
だ
こ
と
を
�
生
徒
が
実

感
で
き
る
よ
う
な
授
業
で
し
た
�

今日の一枚

生
徒
と
つ
く
る
ロ
ッ
ク
で
ワ
ル
ツ
な
授
業
空
間
。

“

素
材
基
地”

を
中
心
に
学
び
の
輪
が
広
が
る
！

遊
び
心
を
随
所
に
散
り
ば
め
た

ア
�
プ
テ
ン
ポ
な
授
業
展
開

村
上

今
日
は
一
年
生
の
﹁
色
実
験
﹂

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
�

生
徒
た
ち
と
テ
ン
ポ
よ
く
対
話
し
な

が
ら
進
め
る
ハ
イ
テ
ン
シ
�
ン
な
授

業
に
は
驚
き
ま
し
た
�

荻
島

本
校
は
多
様
性
に
あ
ふ
れ
た

中
学
校
で
�
全
校
生
徒
の
二
割
を
超

え
る
外
国
籍
の
子
も
�
支
援
が
必
要

な
子
も
�
同
じ
ク
ラ
ス
で
学
ん
で
い
ま

す
�
生
徒
の
学
力
や
理
解
力
の
差
も

大
き
く
�
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
子

も
い
ま
す
�
そ
ん
な
生
徒
た
ち
全
員

に
美
術
の
楽
し
さ
を
分
か
�
て
も
ら

う
に
は
�
授
業
に
ゲ
�
ム
の
要
素
を

加
え
て
参
加
し
や
す
く
し
た
り
�
目

で
見
て
分
か
る
資
料
や
シ
ン
プ
ル
な

言
葉
に
よ
る
指
導
を
し
た
り
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
た
ん
で
す
�

村
上

授
業
全
体
を
ユ
ニ
バ
�
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
化
し
て
い
る
ん
で
す
ね
�

荻
島

最
初
は
苦
労
し
ま
し
た
が
�
生

徒
た
ち
と
対
話
し
な
が
ら
�
何
年
も

か
け
て
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
り
あ

げ
て
き
ま
し
た
�
一
方
で
�
授
業
の
中

で
つ
ま
ず
き
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
で
は

あ
え
て
答
え
を
教
え
ず
�
生
徒
た
ち

が
じ
�
く
り
考
え
失
敗
か
ら
気
付
き

を
得
ら
れ
る
時
間
を
取
�
た
り
�
生

徒
が
行
き
詰
ま
�
て
き
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
﹁
カ
ン
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
﹂
を
設

け
�
他
の
生
徒
と
工
夫
を
共
有
し
発

想
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
�

リ
ズ
ム
よ
く
活
動
に
集
中
で
き
る
よ

う
工
夫
し
て
い
ま
す
�

そ
し
て
�
全
て
の
活
動
に
お
い
て

授
業
の
展
開
か
ら
教
材
ま
で
�
生
徒

の
気
付
き
や
成
長
に
つ
な
が
る
遊
び

心
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
�

村
上

美
術
室
は
作
品
の
掲
示
が
少

な
い
一
方
で
�
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う

な
モ
ノ
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
ね
�

荻
島

自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
�
を
見

つ
め
て
ほ
し
い
の
で
�
あ
え
て
作
家

作
品
は
掲
示
せ
ず
�
モ
チ
ベ
�
シ
�

ン
ア
�
プ
に
つ
な
が
る
生
徒
作
品
を

少
し
だ
け
展
示
し
て
い
ま
す
�
そ
の

分
�
様
々
な
材
料
や
用
具
�
資
料
�
教

材
を
む
き
出
し
の
ま
ま
置
い
て
お

り
�
生
徒
が
部
活
動
で
使
う
道
具
の

制
作
や
修
理
�
他
教
科
の
先
生
の
教

材
の
加
工
な
ど
�
美
術
の
授
業
を
超

え
た
学
校
の

”
素
材
基
地
“
と
し
て

役
立
て
て
も
ら
�
て
い
ま
す
�

村
上

他
教
科
の
先
生
と
も
�
美
術
室

を
中
心
に
し
て
交
流
を
深
め
て
い

ら
�
し
�
る
の
で
す
ね
�

荻
島

そ
う
な
ん
で
す
�
美
術
と
い
う

教
科
は
理
科
や
数
学
と
関
係
が
深
い

し
�
感
覚
を
表
現
す
る
国
語
の
力
も

磨
け
ま
す
�
そ
ん
な
美
術
の
可
能
性

を
他
教
科
の
先
生
や
地
域
の
方
々
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
に
は
�﹁
今
�
美

術
で
何
を
し
て
い
る
の
か
﹂
を
発
信

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
�
美

術
室
の
前
に
は
授
業
の
テ
�
マ
や
取

り
組
み
を
ま
と
め
た
看
板
を
置
い
て

い
ま
す
�
美
術
室
を
開
か
れ
た
空
間

に
し
て
�
人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
�
生
徒
が
成
長
で
き
る

環
境
を
つ
く
り
た
い
と
思
う
ん
で
す
�

村
上

授
業
の
中
に
学
習
指
導
要
領

の
要
素
が
し
�
か
り
と
散
り
ば
め
ら

れ
て
い
て
�
よ
く
考
え
て
準
備
さ
れ

て
い
ま
す
�
そ
れ
が
荻
島
先
生
の
快

活
な
授
業
の
肝
な
ん
で
す
ね
�

荻
島

私
は
美
術
を
﹁
学
問
﹂
だ
と
考

え
て
い
て
�
授
業
は
基
礎
力
の
獲
得

→

課
題
の
ク
リ
ア→

答
え
の
発
見
・

考
察
と
い
う
構
成
を
意
識
し
て
組
み

立
て
て
い
ま
す
�
そ
の
よ
う
な
授
業

を
三
年
間
通
し
て
行
う
こ
と
で
�
段

階
的
に
﹁
思
考
す
る
能
力
﹂
を
身
に

付
け
て
い
�
て
ほ
し
い
�
そ
の
た
め

生
徒
一
人
一
人
に
ポ
�
ト
フ
�
リ
オ

を
用
意
し
�
三
年
間
の
気
付
き
や
失

敗
�
創
造
�
自
分
が
た
ど
り
着
い
た
答

え
を
一
冊
に
ま
と
め
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
�

　美
術
の
一
番
の
魅
力
は
�
答
え
が

一
つ
で
は
な
い
こ
と
�
生
徒
に
は
�

自
分
で
考
え
�
自
分
だ
け
の
答
え
を

見
付
け
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い

と
思
い
�
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
提
供
し

て
き
ま
し
た
�

　あ
る
卒
業
生
か
ら
﹁
先
生
の
授
業

で
�
自
分
で
考
え
る
力
が
身
に
付
い

た
と
思
う
﹂
と
言
わ
れ
た
と
き
�
こ

れ
で
い
い
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
�
考

え
る
力
さ
え
身
に
付
い
た
ら
�
人
生

な
ん
と
で
も
な
り
ま
す
か
ら
�

生
徒
�
教
員
�
地
域
の
方
々
�

人
と
か
か
わ
り
授
業
を
つ
く
る

三
年
間
で
段
階
的
に

﹁
思
考
す
る
能
力
﹂
を
伸
ば
す
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田中達也さんのインタビューは p.14 へ

田中達也

熊本県

1981～

た なか たつ や

MINIATURE CALENDAR より

アイデアが一番浮かぶのは、買い物をしているとき。

ものを見ることがきっかけになり、アイデアがひらめいてくるのです。

どうやら僕の脳は、見立てに使えるものはないかと

常にアンテナを張っているようです。

詳しい解説は

こちらから▼

1

2

3

4

1. 秋色に衣替え

2. 疲れを洗い流しにきました

3.ジム用品

4. 田舎ぶらし
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　見
る
人
は
�
毎
日
ア
�
プ
さ
れ
て
い
る

か
ら
見
に
来
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
�
こ
れ
が
不
定
期
に
な
�
て
い
け
ば
�

き
�
と
存
在
感
が
薄
く
な
�
て
し
ま
う
で

し
�
う
�

　さ
ら
に
つ
く
り
手
と
し
て
は
�
と
に
か

く
毎
日
必
死
に
考
え
る
必
要
が
生
ま
れ
ま

す
�
そ
れ
く
ら
い
考
え
尽
く
さ
な
い
と
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
な
ん
て

も
の
は
生
ま
れ
て
こ
な

い
の
で
す
�
い
わ
ば
筋

ト
レ
の
よ
う
な
も
の
�
唐

揚
げ
を
使
お
う
と
思
�

た
ら
�
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ

の
は
岩
と
か
�
せ
い
ぜ
い

爆
発
の
砂
け
む
り
く
ら

い
�
そ
こ
か
ら
ウ
ン
ウ
ン

唸
�
て
�
や
�
と
﹁
秋
の

紅
葉
は
ど
う
か
な
？
﹂

と
�
み
ん
な
が
思
い
付
か

な
い
よ
う
な
ア
イ
デ
ア

に
た
ど
り
着
く
ん
で
す
�

　S
N
S
の
﹁
い
い
ね
﹂
の
数
は
作
品
の
方

向
性
を
決
め
る
上
で
参
考
に
な
�
て
い
ま

す
�
そ
の
数
に
つ
い
て
は
�多
い
か
ら
い
い
�

少
な
い
か
ら
ダ
メ
と
は
�
一
概
に
言
え
ま

せ
ん
�
た
だ
し
全
体
的
に
リ
ア
ク
シ
�
ン

が
減
�
て
い
る
と
き
は
�
伝
わ
り
に
く
い

作
品
を
つ
く
�
て
は
い
な
い
か
？ 

と
い
う

こ
と
を
振
り
返
る
目
安
に
な
り
ま
す
�

－

話
は
変
わ
�
て
�
田
中
さ
ん
が
作
品
を

つ
く
る
よ
う
に
な
�
た
き
�
か
け
は
何
で

す
か
？

　小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
や
プ
ラ

モ
デ
ル
づ
く
り
は
好
き
で
し
た
が
�
他
の

人
以
上
に
没
頭
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
�
大
学
で
は
教
育
学
部

で
美
術
教
育
に
つ
い
て

学
び
�
そ
の
ま
ま
教
職

に
つ
く
と
い
う
選
択
肢

は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
し

た
が
�
僕
に
は
ど
う
し

て
も
﹁
人
に
作
品
づ
く

り
を
教
え
る
前
に
�
自

分
の
手
で
作
品
を
つ
く

る
こ
と
に
没
頭
し
て
極

め
た
い
﹂
と
い
う
思
い

が
あ
�
た
ん
で
す
�
デ

ザ
イ
ン
会
社
に
就
職
し

て
�デ
ザ
イ
ナ
�
や
ア
�

ト
デ
�
レ
ク
タ
�
と
し

て
実
際
に
つ
く
る
仕
事
を
す
る
中
�
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
始
め
た
の
を
機
に
趣
味
で

写
真
を
撮
る
よ
う
に
な
り
�
集
め
て
い
た
ミ

ニ
チ
�
ア
を
被
写
体
と
し
て
使
�
た
ら
面

白
い
写
真
が
撮
れ
そ
う
だ
と
思
�
た
の
が

き
�
か
け
で
し
た
�

　ミ
ニ
チ
�
ア
写
真
を
撮
る
人
は
多
く
い

る
の
で
す
が
�
見
立
て
の
要
素
を
入
れ
た

と
い
う
の
が
�
僕
の
作
品
が
独
自
性
を
も
�

た
理
由
だ
と
思
い
ま
す
�
こ
の
﹁
差
別
化
す

る
﹂
と
い
う
の
は
�
僕
が
も
と
も
と
デ
ザ
イ

ン
の
仕
事
を
し
て
い
た
か
ら
�
特
に
こ
だ

わ
�
た
点
で
す
�
正
直
�
今
で
も
僕
の
作
品

を
ア
�
ト
と
呼
ん
で
い
い
の
か
�
よ
く
分

か
ら
な
い
ん
で
す
よ
�
自
分
の
思
い
を
表

現
す
る
た
め
に
で
は
な
く
�
ア
イ
デ
ア
を

伝
え
る
た
め
に
つ
く
�
て
い
る
の
で
�
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
イ
ラ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ン

に
近
い
も
の
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
�

－

こ
れ
ま
で
に
S
N
S
や
展
覧
会
会
場
で

耳
に
し
た
鑑
賞
者
の
声
に
は
�
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

　僕
は
�
見
立
て
の
内
容
が
よ
り
伝
わ
り

や
す
く
す
る
た
め
に
�
作
品
に
だ
じ
�
れ

や
言
葉
遊
び
の
要
素
を
入
れ
た
タ
イ
ト
ル

を
付
け
て
い
る
の
で
す
が
�
S
N
S
の
コ
メ

ン
ト
欄
が
ま
る
で
大
喜
利
の
よ
う
に
な
る

こ
と
も
�
た
ま
に
僕
の
ネ
�
ミ
ン
グ
を
上

回
る
セ
ン
ス
の
も
の
が
寄
せ
ら
れ
�﹁
採

用
！
﹂
と
コ
メ
ン
ト
を
返
し
て
�
実
際
に
作

品
タ
イ
ト
ル
を
変
え
て
し
ま
う
場
合
も
あ

り
ま
す
�
そ
う
い
う
意
味
で
は
�
作
品
に
イ

ン
タ
ラ
ク
テ
�
ブ
な
余
地
を
残
し
て
い
る

と
も
言
え
ま
す
�

　ま
た
�
僕
の
展
覧
会
は
�
通
常
の
美
術
展

と
は
違
�
て
�
す
ご
く
賑
や
か
な
の
も
特

徴
か
も
し
れ
ま
せ
ん
�
来
場
者
同
士
で
作

品
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
話
し
た
り
�
一
生

懸
命
写
真
を
撮
�
た
り
�
み
な
さ
ん
�
僕

が
会
場
に
い
て
も
誰
も
気
付
か
ず
作
品
に

集
中
し
て
い
ま
す
︵
笑
︶�
子
ど
も
た
ち
の

来
場
も
多
く
�﹁
自
分
も
つ
く
�
て
み
た

い
！
﹂
と
言
�
て
い
る
の
を
聞
く
と
�
う
れ

し
く
な
り
ま
す
�

－

田
中
さ
ん
の
作
品
か
ら
�
ど
ん
な
こ
と

を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
か
？

　美
術
と
は
�
上
手
に
絵
が
描
け
る
こ
と

で
は
な
く
�
多
様
な
見
方
が
あ
る
の
だ
と

知
り
�
自
分
で
も
考
え
て
み
る
こ
と
だ
と

思
う
の
で
す
�
僕
に
は
ブ
ロ
�
コ
リ
�
が

木
に
見
え
ま
し
た
が
�
違
う
よ
う
に
見
え

て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
�
自
分

の
将
来
は
サ
ラ
リ
�
マ
ン
だ
と
思
�
て
い

る
け
れ
ど
�
ひ
�
�
と
し
た
ら
違
う
自
分

の
あ
り
方
が
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
�
そ

の
よ
う
な
自
由
な
も
の
の
見
方
の
き
�
か

け
に
な
れ
ば
い
い
で
す
よ
ね
�

－

作
品
群
を
見
て
い
る
と
�﹁
ど
う
や
�
て

ア
イ
デ
ア
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
﹂

と
素
朴
な
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
す
�

　僕
の
場
合
は
�
い
つ
と
決
め
て
ア
イ
デ

ア
を
考
え
る
の
で
は
な
く
�
常
日
頃
か
ら

自
然
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
�

例
え
ば
ク
イ
ズ
番
組
を
見
て
い
て
�
切
り

分
け
ら
れ
た
メ
ロ
ン
が
船
と
積
み
荷
に
見

え
�
肝
心
の
ク
イ
ズ
が
そ
�
ち
の
け
に
な
�

て
し
ま
う
こ
と
も
�
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ

ア
は
ス
マ
ホ
の
メ
モ
に
書
き
残
し
ま
す
�

そ
う
し
て
今
で
は
数
百
と
い
う
ア
イ
デ
ア

が
ス
ト
�
ク
さ
れ
て
い
ま
す
�

　実
際
に
作
品
を
つ
く
る
段
階
に
な
る
と
�

そ
の
ア
イ
デ
ア
リ
ス
ト
か
ら
�
季
節
や
記
念

日
に
合
う
も
の
や
�
実
現
で
き
そ
う
な
も
の

を
考
え
ま
す
�
た
だ
最
初
の
ア
イ
デ
ア
が

そ
の
ま
ま
形
に
な
る
こ
と
は
少
な
く
�
リ
ス

ト
を
見
て
い
る
う
ち
に
新
た
な
ア
イ
デ
ア

が
思
い
浮
か
ん
で
試
す
こ
と
も
�
テ
�
マ

を
決
め
て
つ
く
る
と
き
に
は
�
い
く
つ
か

考
え
る
道
筋
が
あ
り
ま
す
�
一
つ
は
﹁
形
﹂

か
ら
発
想
す
る
と
い
う
方
法
�
例
え
ば
南

の
島
を
つ
く
る
と
き
に
�
ま
ず
は
イ
メ
�

ジ
を
簡
略
化
し
ま
す
�
半
分
の
円
に
ヤ
シ

の
木
が
あ
れ
ば
�
島
に
見
え
る
�
そ
こ
で

様
々
な
半
円
を
探
す
わ
け
で
す
�
野
菜
を

半
分
に
切
�
て
も
い
い
し
�
ヘ
ル
メ
�
ト

で
も
い
い
し
�
も
う
一
つ
は
�﹁
色
﹂
か
ら
発

想
す
る
方
法
で
す
�
海
を
テ
�
マ
に
す
る

と
き
は
�
と
に
か
く
青
い
も
の
を
探
し
ま

す
�
ブ
ル
�
シ
�
ト
で
も
い
い
し
�
ジ
�
ン

ズ
で
も
い
い
�

－

作
品
を
つ
く
る
と
き
に
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
？

　﹁
子
ど
も
に
も
分
か
る
作
品
を
つ
く
る
﹂

と
い
う
こ
と
で
す
�
具
体
的
に
は
小
学
三

年
生
く
ら
い
�
彼
ら
に
理
解
で
き
れ
ば
�
大

人
は
も
ち
ろ
ん
他
の
国
の
人
に
も
伝
わ
る

と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
�

　そ
の
た
め
に
�
普
遍
的
な
も
の
を
使
う

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
�
例
え
ば
は
さ

み
で
あ
れ
ば
﹁
誰
も
が
想
像
す
る
は
さ
み
﹂

を
探
し
ま
す
�
知
�
て
い
る
も
の
が
別
の

も
の
に
見
え
る
か
ら
面
白
い
わ
け
で
�
特

殊
な
形
を
し
た
は
さ
み
は
見
立
て
に
は
向

き
ま
せ
ん
�
さ
ら
に
ア
イ
デ
ア
も
み
ん
な

が
想
像
で
き
る
も
の
を
モ
チ
�
フ
に
し
ま

す
�
野
球
に
つ
い
て
詳
し
く
な
く
て
も
�

バ
�
タ
�
と
ピ
�
チ
�
�
が
い
る
こ
と
は

分
か
る
か
な
と
か
�
あ
ま
り
マ
ニ
ア
�
ク

過
ぎ
る
と
�
伝
わ
り
づ
ら
い
自
己
満
足
な

作
品
で
終
わ
�
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
�

－

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
S
N
S
で
�
毎
日

作
品
を
ア
�
プ
さ
れ
て
い
ま
す
�
こ
の
モ
チ

ベ
�
シ
�
ン
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
し
�
う
？

interview

interview

ミニチュア写真家　見立て作家

田中達 也

ブ
ロ
�
コ
リ
�
が
�
ミ
ニ
チ
�
ア
の

世
界
で
は
大
き
な
木
に
見
え
た
！

誰
も
が
知
�
て
い
る
も
の
を
�

全
く
別
の
も
の
に
見
立
て
た
作
品
を
発
表
し
続
け
る

田
中
達
也
さ
ん
�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
﹁
ひ
よ
�
こ
﹂
の

オ
�
プ
ニ
ン
グ
映
像
を
手
が
け
た
こ
と
で
一
躍
有
名
に
�

ユ
�
モ
ア
と
驚
き
に
あ
ふ
れ
た

見
立
て
の
世
界
の
裏
側
に
迫
り
ま
す
�

た な か た つ や

▶田中達也

Profile：1981年熊本県生まれ。

2011年ミニチュアの視点で、日常に

あるものを別のものに見立てたアー

ト「MINIATURE CALENDAR」を

開始。以後毎日作品をインター
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　見
る
人
は
�
毎
日
ア
�
プ
さ
れ
て
い
る

か
ら
見
に
来
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
�
こ
れ
が
不
定
期
に
な
�
て
い
け
ば
�

き
�
と
存
在
感
が
薄
く
な
�
て
し
ま
う
で

し
�
う
�

　さ
ら
に
つ
く
り
手
と
し
て
は
�
と
に
か

く
毎
日
必
死
に
考
え
る
必
要
が
生
ま
れ
ま

す
�
そ
れ
く
ら
い
考
え
尽
く
さ
な
い
と
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
な
ん
て

も
の
は
生
ま
れ
て
こ
な

い
の
で
す
�
い
わ
ば
筋

ト
レ
の
よ
う
な
も
の
�
唐

揚
げ
を
使
お
う
と
思
�

た
ら
�
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ

の
は
岩
と
か
�
せ
い
ぜ
い

爆
発
の
砂
け
む
り
く
ら

い
�
そ
こ
か
ら
ウ
ン
ウ
ン

唸
�
て
�
や
�
と
﹁
秋
の

紅
葉
は
ど
う
か
な
？
﹂

と
�
み
ん
な
が
思
い
付
か

な
い
よ
う
な
ア
イ
デ
ア

に
た
ど
り
着
く
ん
で
す
�

　S
N
S
の
﹁
い
い
ね
﹂
の
数
は
作
品
の
方

向
性
を
決
め
る
上
で
参
考
に
な
�
て
い
ま

す
�
そ
の
数
に
つ
い
て
は
�多
い
か
ら
い
い
�

少
な
い
か
ら
ダ
メ
と
は
�
一
概
に
言
え
ま

せ
ん
�
た
だ
し
全
体
的
に
リ
ア
ク
シ
�
ン

が
減
�
て
い
る
と
き
は
�
伝
わ
り
に
く
い

作
品
を
つ
く
�
て
は
い
な
い
か
？ 

と
い
う

こ
と
を
振
り
返
る
目
安
に
な
り
ま
す
�

－

話
は
変
わ
�
て
�
田
中
さ
ん
が
作
品
を

つ
く
る
よ
う
に
な
�
た
き
�
か
け
は
何
で

す
か
？

　小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
や
プ
ラ

モ
デ
ル
づ
く
り
は
好
き
で
し
た
が
�
他
の

人
以
上
に
没
頭
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
�
大
学
で
は
教
育
学
部

で
美
術
教
育
に
つ
い
て

学
び
�
そ
の
ま
ま
教
職

に
つ
く
と
い
う
選
択
肢

は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
し

た
が
�
僕
に
は
ど
う
し

て
も
﹁
人
に
作
品
づ
く

り
を
教
え
る
前
に
�
自

分
の
手
で
作
品
を
つ
く

る
こ
と
に
没
頭
し
て
極

め
た
い
﹂
と
い
う
思
い

が
あ
�
た
ん
で
す
�
デ

ザ
イ
ン
会
社
に
就
職
し

て
�デ
ザ
イ
ナ
�
や
ア
�

ト
デ
�
レ
ク
タ
�
と
し

て
実
際
に
つ
く
る
仕
事
を
す
る
中
�
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
始
め
た
の
を
機
に
趣
味
で

写
真
を
撮
る
よ
う
に
な
り
�
集
め
て
い
た
ミ

ニ
チ
�
ア
を
被
写
体
と
し
て
使
�
た
ら
面

白
い
写
真
が
撮
れ
そ
う
だ
と
思
�
た
の
が

き
�
か
け
で
し
た
�

　ミ
ニ
チ
�
ア
写
真
を
撮
る
人
は
多
く
い

る
の
で
す
が
�
見
立
て
の
要
素
を
入
れ
た

と
い
う
の
が
�
僕
の
作
品
が
独
自
性
を
も
�

た
理
由
だ
と
思
い
ま
す
�
こ
の
﹁
差
別
化
す

る
﹂
と
い
う
の
は
�
僕
が
も
と
も
と
デ
ザ
イ

ン
の
仕
事
を
し
て
い
た
か
ら
�
特
に
こ
だ

わ
�
た
点
で
す
�
正
直
�
今
で
も
僕
の
作
品

を
ア
�
ト
と
呼
ん
で
い
い
の
か
�
よ
く
分

か
ら
な
い
ん
で
す
よ
�
自
分
の
思
い
を
表

現
す
る
た
め
に
で
は
な
く
�
ア
イ
デ
ア
を

伝
え
る
た
め
に
つ
く
�
て
い
る
の
で
�
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
イ
ラ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ン

に
近
い
も
の
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
�

－

こ
れ
ま
で
に
S
N
S
や
展
覧
会
会
場
で

耳
に
し
た
鑑
賞
者
の
声
に
は
�
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

　僕
は
�
見
立
て
の
内
容
が
よ
り
伝
わ
り

や
す
く
す
る
た
め
に
�
作
品
に
だ
じ
�
れ

や
言
葉
遊
び
の
要
素
を
入
れ
た
タ
イ
ト
ル

を
付
け
て
い
る
の
で
す
が
�
S
N
S
の
コ
メ

ン
ト
欄
が
ま
る
で
大
喜
利
の
よ
う
に
な
る

こ
と
も
�
た
ま
に
僕
の
ネ
�
ミ
ン
グ
を
上

回
る
セ
ン
ス
の
も
の
が
寄
せ
ら
れ
�﹁
採

用
！
﹂
と
コ
メ
ン
ト
を
返
し
て
�
実
際
に
作

品
タ
イ
ト
ル
を
変
え
て
し
ま
う
場
合
も
あ

り
ま
す
�
そ
う
い
う
意
味
で
は
�
作
品
に
イ

ン
タ
ラ
ク
テ
�
ブ
な
余
地
を
残
し
て
い
る

と
も
言
え
ま
す
�

　ま
た
�
僕
の
展
覧
会
は
�
通
常
の
美
術
展

と
は
違
�
て
�
す
ご
く
賑
や
か
な
の
も
特

徴
か
も
し
れ
ま
せ
ん
�
来
場
者
同
士
で
作

品
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
話
し
た
り
�
一
生

懸
命
写
真
を
撮
�
た
り
�
み
な
さ
ん
�
僕

が
会
場
に
い
て
も
誰
も
気
付
か
ず
作
品
に

集
中
し
て
い
ま
す
︵
笑
︶�
子
ど
も
た
ち
の

来
場
も
多
く
�﹁
自
分
も
つ
く
�
て
み
た

い
！
﹂
と
言
�
て
い
る
の
を
聞
く
と
�
う
れ

し
く
な
り
ま
す
�

－

田
中
さ
ん
の
作
品
か
ら
�
ど
ん
な
こ
と

を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
か
？

　美
術
と
は
�
上
手
に
絵
が
描
け
る
こ
と

で
は
な
く
�
多
様
な
見
方
が
あ
る
の
だ
と

知
り
�
自
分
で
も
考
え
て
み
る
こ
と
だ
と

思
う
の
で
す
�
僕
に
は
ブ
ロ
�
コ
リ
�
が

木
に
見
え
ま
し
た
が
�
違
う
よ
う
に
見
え

て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
�
自
分

の
将
来
は
サ
ラ
リ
�
マ
ン
だ
と
思
�
て
い

る
け
れ
ど
�
ひ
�
�
と
し
た
ら
違
う
自
分

の
あ
り
方
が
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
�
そ

の
よ
う
な
自
由
な
も
の
の
見
方
の
き
�
か

け
に
な
れ
ば
い
い
で
す
よ
ね
�

－

作
品
群
を
見
て
い
る
と
�﹁
ど
う
や
�
て

ア
イ
デ
ア
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
﹂

と
素
朴
な
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
す
�

　僕
の
場
合
は
�
い
つ
と
決
め
て
ア
イ
デ

ア
を
考
え
る
の
で
は
な
く
�
常
日
頃
か
ら

自
然
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
�

例
え
ば
ク
イ
ズ
番
組
を
見
て
い
て
�
切
り

分
け
ら
れ
た
メ
ロ
ン
が
船
と
積
み
荷
に
見

え
�
肝
心
の
ク
イ
ズ
が
そ
�
ち
の
け
に
な
�

て
し
ま
う
こ
と
も
�
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ

ア
は
ス
マ
ホ
の
メ
モ
に
書
き
残
し
ま
す
�

そ
う
し
て
今
で
は
数
百
と
い
う
ア
イ
デ
ア

が
ス
ト
�
ク
さ
れ
て
い
ま
す
�

　実
際
に
作
品
を
つ
く
る
段
階
に
な
る
と
�

そ
の
ア
イ
デ
ア
リ
ス
ト
か
ら
�
季
節
や
記
念

日
に
合
う
も
の
や
�
実
現
で
き
そ
う
な
も
の

を
考
え
ま
す
�
た
だ
最
初
の
ア
イ
デ
ア
が

そ
の
ま
ま
形
に
な
る
こ
と
は
少
な
く
�
リ
ス

ト
を
見
て
い
る
う
ち
に
新
た
な
ア
イ
デ
ア

が
思
い
浮
か
ん
で
試
す
こ
と
も
�
テ
�
マ

を
決
め
て
つ
く
る
と
き
に
は
�
い
く
つ
か

考
え
る
道
筋
が
あ
り
ま
す
�
一
つ
は
﹁
形
﹂

か
ら
発
想
す
る
と
い
う
方
法
�
例
え
ば
南

の
島
を
つ
く
る
と
き
に
�
ま
ず
は
イ
メ
�

ジ
を
簡
略
化
し
ま
す
�
半
分
の
円
に
ヤ
シ

の
木
が
あ
れ
ば
�
島
に
見
え
る
�
そ
こ
で

様
々
な
半
円
を
探
す
わ
け
で
す
�
野
菜
を

半
分
に
切
�
て
も
い
い
し
�
ヘ
ル
メ
�
ト

で
も
い
い
し
�
も
う
一
つ
は
�﹁
色
﹂
か
ら
発

想
す
る
方
法
で
す
�
海
を
テ
�
マ
に
す
る

と
き
は
�
と
に
か
く
青
い
も
の
を
探
し
ま

す
�
ブ
ル
�
シ
�
ト
で
も
い
い
し
�
ジ
�
ン

ズ
で
も
い
い
�

－

作
品
を
つ
く
る
と
き
に
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
？

　﹁
子
ど
も
に
も
分
か
る
作
品
を
つ
く
る
﹂

と
い
う
こ
と
で
す
�
具
体
的
に
は
小
学
三

年
生
く
ら
い
�
彼
ら
に
理
解
で
き
れ
ば
�
大

人
は
も
ち
ろ
ん
他
の
国
の
人
に
も
伝
わ
る

と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
�

　そ
の
た
め
に
�
普
遍
的
な
も
の
を
使
う

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
�
例
え
ば
は
さ

み
で
あ
れ
ば
﹁
誰
も
が
想
像
す
る
は
さ
み
﹂

を
探
し
ま
す
�
知
�
て
い
る
も
の
が
別
の

も
の
に
見
え
る
か
ら
面
白
い
わ
け
で
�
特

殊
な
形
を
し
た
は
さ
み
は
見
立
て
に
は
向

き
ま
せ
ん
�
さ
ら
に
ア
イ
デ
ア
も
み
ん
な

が
想
像
で
き
る
も
の
を
モ
チ
�
フ
に
し
ま

す
�
野
球
に
つ
い
て
詳
し
く
な
く
て
も
�

バ
�
タ
�
と
ピ
�
チ
�
�
が
い
る
こ
と
は

分
か
る
か
な
と
か
�
あ
ま
り
マ
ニ
ア
�
ク

過
ぎ
る
と
�
伝
わ
り
づ
ら
い
自
己
満
足
な

作
品
で
終
わ
�
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
�

－

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
S
N
S
で
�
毎
日

作
品
を
ア
�
プ
さ
れ
て
い
ま
す
�
こ
の
モ
チ

ベ
�
シ
�
ン
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
し
�
う
？

interview

interview

ミニチュア写真家　見立て作家

田中達 也

ブ
ロ
�
コ
リ
�
が
�
ミ
ニ
チ
�
ア
の

世
界
で
は
大
き
な
木
に
見
え
た
！

誰
も
が
知
�
て
い
る
も
の
を
�

全
く
別
の
も
の
に
見
立
て
た
作
品
を
発
表
し
続
け
る

田
中
達
也
さ
ん
�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
﹁
ひ
よ
�
こ
﹂
の

オ
�
プ
ニ
ン
グ
映
像
を
手
が
け
た
こ
と
で
一
躍
有
名
に
�

ユ
�
モ
ア
と
驚
き
に
あ
ふ
れ
た

見
立
て
の
世
界
の
裏
側
に
迫
り
ま
す
�

た な か た つ や

▶田中達也
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2011年ミニチュアの視点で、日常に

あるものを別のものに見立てたアー

ト「MINIATURE CALENDAR」を

開始。以後毎日作品をインター

ネット上で発表し続けている。

インスタグラムのフォロワーは200

万人を超える（2019年8月現在）。

MINIATURE 

CALENDARは

こちらから

▼

forme No.319forme No.319 ⑭⑮ 高中小文：浅野佳子　写真：梅本光洋

http://miniature-calendar.com/


「お話」を広げて、楽しく遊べるゲームをつくる

マグネットマジック

学
び
の
フ
ロ
ン
テ
�
ア

授

業

実

践

小
小
学
校
三
・
四
年
生

　今
回
は
�
子
ど
も
た
ち
が
自
分
な

り
の
﹁
お
話
﹂
を
広
げ
な
が
ら
思
い

付
い
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
形
に
し

て
い
�
て
ほ
し
い
と
思
い
�
身
近
で

扱
い
や
す
い
材
料
を
選
び
ま
し
た
�

　ま
ず
�
基
底
材
は
段
ボ
�
ル
�
立

た
せ
て
使
え
る
し
�
二
枚
三
枚
と
つ

な
げ
て
舞
台
を
広
げ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
�
磁
石
は
�
段
ボ
�
ル
の
厚

み
も
問
題
な
く
磁
力
が
通
る
ネ
オ

ジ
ム
磁
石
を
用
意
�
ま
た
�
片
面
波

段
ボ
�
ル
を
あ
ら
か
じ
め
細
長
く

切
�
て
お
き
�
並
べ
な
が
ら
コ
�
ス

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
�

ほ
か
に
も
�
色
画
用
紙
や
カ
ラ
�
ド

フ
�
ル
ム
の
切
れ
端
を
箱
に
入
れ

て
お
け
ば
�
材
料
の
宝
探
し
を
楽
し

め
ま
す
し
�
切
れ
端
の
形
や
色
が
発

想
の
き
�
か
け
に
も
な
り
ま
す
�

　導
入
で
は
�
自
分
の
実
体
験
を
基

に
し
た
エ
ピ
ソ
�
ド
を
話
し
ま
す
�

子
ど
も
の
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
を

引
き
出
す
よ
う
な
話
を
す
る
の
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
�

　今
回
は
�
家
族
で
ド
ラ
イ
ブ
に

行
�
た
エ
ピ
ソ
�
ド
を
簡
易
な
参
考

作
品
を
見
せ
な
が
ら
話
し
ま
し
た
�

﹁
家
族
で
山
へ
ド
ラ
イ
ブ
に
行
�
た

ん
だ
�
そ
し
た
ら
崖
が
あ
�
て
�
落
�

こ
ち
そ
う
に
な
�
て
！
﹂
な
ど
と
話

し
な
が
ら
�
磁
石
で
車
を
動
か
し
て

見
せ
ま
す
�
そ
う
す
る
と
子
ど
も
た

ち
は
�
僕
の
話
を
楽
し
く
聞
き
な
が

ら
�
最
近
自
分
の
身
の
回
り
で
あ
�

た
出
来
事
や
そ
の
と
き
の
気
持
ち
を

思
い
出
す
ん
で
す
�
そ
う
す
れ
ば
自

然
と
�
つ
く
り
た
い
イ
メ
�
ジ
が
思

い
浮
か
ん
で
き
ま
す
�

　次
に
�﹁
ま
ず
は
主
人
公
を
つ
く
�

て
動
か
し
て
み
よ
う
﹂
と
提
案
し
ま

し
た
�
コ
マ
が
ど
ん
な
ふ
う
に
動
く

の
か
分
か
り
ま
す
し
�﹁
主
人
公
に
何

を
さ
せ
よ
う
か
な
﹂
と
考
え
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
�

　﹁
ゲ
�
ム
﹂
に
し
た
の
は
理
由
が

あ
�
て
�
友
だ
ち
と
楽
し
く
遊
ぶ
と

き
の
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
コ
�
ス

や
仕
掛
け
を
工
夫
し
て
ほ
し
か
�
た

ん
で
す
�
面
白
い
な
と
思
�
た
の
は
�

ワ
ニ
の
口
に
磁
石
を
付
け
�
そ
こ
を

コ
マ
が
通
る
と
口
が
閉
じ
て
捕
ま
�

て
し
ま
う
と
い
う
仕
掛
け
�
み
ん
な

に
紹
介
し
て
�
磁

石
を
生
か
し

た
仕
掛
け

の
面
白
さ

に
も
気
付

け
る
よ
う
促

し
ま
し
た
�

　活
動
が
停
滞
し
て
い
る
子
が
い

た
ら
�
一
緒
に
話
し
な
が
ら
何
が
原

因
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
か
考
え
ま

す
�
例
え
ば
主
人
公
も
お
話
も
思
い

浮
か
ば
な
い
と
い
う
子
に
は
�
ま
ず

は
道
を
並
べ
て
み
よ
う
か
と
提
案

し
ま
す
�
実
際
に
材
料
を
操
作
し
て

み
る
こ
と
が
�
発
想
に
つ
な
が
る
場

合
も
あ
る
か
ら
で
す
�
き
�
か
け
は

一
人
一
人
違
い
ま
す
か
ら
�
い
ろ
い

ろ
な
選
択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
ね
�

　最
後
に
�
友
だ
ち
と
一
緒
に
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を
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の
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東京都　練馬区立光が丘第八小学校

かず ひとたま　おき

玉置 一仁 先生

今回の題材のキーアイテムは「磁石」。

磁力でコマを動かす仕組みを使って、

子どもたちは自分なりの「お話」をどんどん広げていきます。

いたずら心や冒険心を引き出す、授業の工夫をお聞きしました。

最後はお互いのゲームで遊んで大盛り上がり！ 自分のつ

くった仕掛けで、友だちがどんな反応をしてくれるかドキ

ドキ。オリジナルの攻略本をつくった子もいました。

材料を組み合わせたり並べ替えたりしながらコースを考

えます。コマをうまく動かさないと通れないトンネルや落

とし穴など、仕掛けのアイデアも生まれました。

思い思いの主人公をつくります。人、ロボット、魚、たこ焼

きなどなど。複数のキャラクターを登場させようと思い付く

子も。細長い棒の先に磁石を付けて、裏から動かします。

スタートからゴールまでのコースをつくるという大筋と、

途中で出合うイベントや仕掛けを工夫して楽しいゲーム

にするというポイントを、板書でシンプルに伝えます。

時間

8時間

領域

A表現

材料・用具

段ボール、ネオジム磁石、片面波

段ボール、色画用紙、ペン、はさ

み、のり、化学接着剤、テープなど

学習目標

磁石の力で動かす仕組みを使

い、コマを操作してコースをたど

るゲームを楽しくつくって遊ぶ。

題材の目標

　知識及び技能

理科などで磁石について学んだ経

験を生かし、形や色などの感じを捉

えながら、身近な材料や用具の使

い方などを工夫して表す。

　思考力、判断力、表現力等

磁石の仕組みの面白さを感じなが

ら、コースや仕掛け、身近な材料の

生かし方などを考える。

　学びに向かう力、人間性等

磁石の力を使って遊ぶものをつくる

楽しさを味わい、この経験を様々な

学習や生活の中で生かそうとする。

指 導 計 画

④ みんなで遊ぶ ③ コースや仕掛けをつくる

② 登場人物をつくって動かす ① 活動の見通しをもつ

「マグネットマジック」　活動の流れ
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磁力でコマを動かす仕組みを使って、

子どもたちは自分なりの「お話」をどんどん広げていきます。

いたずら心や冒険心を引き出す、授業の工夫をお聞きしました。

最後はお互いのゲームで遊んで大盛り上がり！ 自分のつ

くった仕掛けで、友だちがどんな反応をしてくれるかドキ

ドキ。オリジナルの攻略本をつくった子もいました。

材料を組み合わせたり並べ替えたりしながらコースを考

えます。コマをうまく動かさないと通れないトンネルや落

とし穴など、仕掛けのアイデアも生まれました。

思い思いの主人公をつくります。人、ロボット、魚、たこ焼

きなどなど。複数のキャラクターを登場させようと思い付く

子も。細長い棒の先に磁石を付けて、裏から動かします。

スタートからゴールまでのコースをつくるという大筋と、
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にするというポイントを、板書でシンプルに伝えます。
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磁石の力を使って遊ぶものをつくる
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学習や生活の中で生かそうとする。
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https://www.nichibun-g.co.jp/library/forme/319/pdf/manabi_frontier_el.pdf
https://www.nichibun-g.co.jp/2020dc/zu/34jo/


*1：理科の学習指導要領には、第３学年の学習内容として、「Ａ 物質・エネルギー（4）磁石の性質」が位置付いています。
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鉄道好きの孫と電車旅。

乗った記念にＮゲージ購入。

自宅は「鉄道博物館」化……。

「鉄道と美術」が新しい研究領域です。

〈今号のひと言〉

1958 年宮崎県生まれ。小中学校教諭、美術館

学芸員の後、文部科学省教科調査官として学習

指導要領の作成に携わり、現職。日本文教出版

Webマガジン『学び！と美術』執筆者。

文：奥村高明
日本体育大学 

児童スポーツ教育学部 

教授

おく むら たか あき

コマは自分です。コマになった自分が遊ぶように作品をつくります。アイデアスケッチをかかないのは、冒険をするよ

うな気持ちでつくる中学年の発達の特性にふさわしい手立てです。子どもたちは、つくりながら、遊びながら、だんだ

んと作品を発展させます。友だちの作品を見たり、遊び合ったりしながら、情報やアイデアを共有し、発想を変化させ、

学びが深まっていきます。

今回は、玉置先生の授業

「マグネットマジック」で生まれた

作品を見ていきます。

工作の作品には、細かなところに

思いやアイデア、工夫が隠れています。

プロセスをたどりながら、

この子が何を感じ、考えたのか確かめましょう。

♯7

レッツ・ゴー・ザ・えんにち

［30×60cm／段ボール、ペン、色画用紙、片面波段ボール など］

活動全体を振り返ってみると、

この題材で発揮された資質・能力は以下でしょう。

金
魚
す
く
い
屋
さ
ん

か
き
氷
屋
さ
ん

魔
法
使
い

魔
法

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

奥村先生によるWebマガジン「学び！と美術」はこちら。

コマが磁石で動く仕組み *1を活用し、

材料の形や色の組合せを工夫しながら、

ゲームの面白さを高めている。

冒険するような気持ちでつくり続け、

多くのアイデアを思い付き、

一つのストーリーとしてまとめている。

何度も見直し、

自らの学習を調整しながら、

つくる面白さや楽しさを味わっている。

コマを、かためんなみだんボールにそってうごかします。

いろいろなお店に行きながら出口を目ざします。ゴール近

くにはじ石がかくされているので、すばやくうごかさない

とつかまってしまいます。（児童コメント）
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文：奥村高明
日本体育大学 

児童スポーツ教育学部 
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　堺
市
は
歴
史
あ
る
貿
易
都
市
�
茶

の
湯
や
和
菓
子
な
ど
�
特
色
あ
る
職

人
文
化
が
根
付
い
て
い
ま
す
�
こ
う

し
た
自
分
た
ち
の
地
域
に
身
近
に
あ

る

”
匠
の
技
“
を
深
く
感
じ
味
わ
�

て
ほ
し
い
と
思
い
�
堺
市
の
伝
統
技

術
�
注
染
を
題
材
に
選
び
ま
し
た
�

　注
染
と
は
そ
の
名
の
と
お
り
�
染

料
を
注
ぎ
�
布
を
染
め
る
技
法
で
す
�

一
枚
の
長
い
布
を
蛇
腹
状
に
重
ね
�

型
紙
の
上
か
ら
防
染
糊
で
模
様
を
型

取
�
た
あ
と
に
じ
�
う
ろ
で
染
料
を

注
い
で
布
を
染
め
ま
す
�
こ
の
技
法

は
�
一
度
に
大
量
の
手
ぬ
ぐ
い
を
染

め
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
発
達
し
ま
し

た
�
今
回
の
授
業
で
は
そ
の
技
法

を
�
授
業
で
扱
え
る
よ
う
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
行
い
ま
し
た
�

　授
業
の
導
入
で
は
�
実
際
に
販
売

さ
れ
て
い
る
注
染
の
手
ぬ
ぐ
い
を
見

せ
�
季
節
を
表
現
す
る
モ
チ
�
フ
が

多
い
こ
と
を
説
明
�
そ
の
あ
と
�
季

節
と
生
活
に
は
つ
な
が
り
が
あ
る
と

話
し
�
”
生
活
の
中
の
美
術
“
に
気

付
く
視
点
を
育
て
る
た
め
﹁
自
分
と

季
節
と
の
か
か
わ
り
を
探
し
て
み
よ

う
﹂
と
い
う
テ
�
マ
で
�
ワ
�
ク
シ
�

ト
を
配
布
し
ま
し
た
�

　ワ
�
ク
シ
�
ト
は
マ
ス
の
配
置
を

工
夫
し
�
季
節
や
暦
の
月
か
ら
連
想

す
る
言
葉
�
イ
メ
�
ジ
を
�
順
番
に

と
ら
わ
れ
る
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と
な
く
自
由
に
書
き

出
し
て
い
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て
も
ら
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ま
し
た
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　﹁
夏
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が
大
好
き
な
ス
イ
カ
と
花

火
の
季
節
！
﹂﹁
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ピ
ア
ノ
の
発
表

会
が
あ
る
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ら
�
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に
と
�
て
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ピ
ア

ノ
と
桜
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季
節
だ
な
﹂�
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ん
な
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メ
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�
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は
模
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単
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た

り…
…

�
中
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は
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模
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�
様
々
な
組
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試
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﹁
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マ
�
ク
を
つ
く
る
﹂
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授
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模
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デ
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イ
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経
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か
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取
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組
む
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　模
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ス
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く
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色
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く
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の
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さ
ん
用
意
し
�

防
染
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顔
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感
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も
�
て
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
�

水
の
量
で
に
じ
み
具
合
が
変
わ
る
こ

と
や
�
色
の
組
合
せ
で
印
象
が
変
わ

る
こ
と
な
ど
を
発
見
し
�
歓
声
を
上

げ
る
子
も
�﹁
見
て
見
て
！
﹂
と
面
白

い
表
現
を
披
露
し
合
い
�
自
然
と
学

び
合
い
が
生
ま
れ
ま
し
た
�
ま
た
�

簡
単
に
は
思
い
通
り
の
イ
メ
�
ジ
に

な
ら
な
い
こ
と
や
�
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
何
度
も
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す
こ
と
の
大
切
さ
を

感
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て
も
ら
え
た
の
で
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い
か
と

思
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ま
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�

　本
番
で
は
�
布
の
折
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方
も
試
し

な
が
ら
考
え
�
模
様
の
配
置
を
工
夫

し
ま
し
た
�
染
め
た
布
を
パ
�
と
開

く
瞬
間
が
�
本
当
に
素
晴
ら
し
か
�

た
�﹁
ち
�
�
と
協
力
し
て
﹂
と
声
を

掛
け
合
い
な
が
ら
せ
え
の
で
開
い

て
�
模
様
が
飛
び
出
し
て
く
る
の
を

見
て
�﹁
ひ
�
あ
！
﹂
と
い
う
表
情

で
驚
い
て
�
折
り
の
効
果
や
裏
表
の

な
い
仕
上
が
り
な
ど
注
染
な
ら
で
は

の
面
白
さ
を
�
驚
き
と
共
に
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�

﹁
私
と
季
節
﹂の
か
か
わ
り
を
探
す

模
様
が
飛
び
出
す
�驚
き
の
瞬
間

に
じ
み
の
よ
さ
を
味
わ
う
た
め
に

「『私と季節』の注染手ぬぐい」 活動の流れ

文：秋山由香（Playce）

学
び
の
フ
ロ
ン
テ
�
ア

授

業

実

践

中
中
学
校
三
年
生

伊藤慶孝先生が題材に選んだのは、注染の手ぬぐい。

身近にあるものの味わいや素晴らしさに気付ける人になってほしい――。

そんな思いで取り上げた、堺市に根付く伝統産業。

そこにあるものを「自分」に落とし込む思考を育てる、その工夫について伺います。

大阪府　堺市立浜寺中学校

よし  たかい とう

伊藤 慶孝 先生

本番は一回だけ。失敗した場合は、はねた顔料を水滴に

見立てて模様を足すなどして表現の幅を広げました。最後

に注染職人の仕事動画を見て、そのすごさと苦労を実感。

防染液でつくった“土手”の内側にスポイトで顔料を垂ら

します。垂らす順番、垂らし方、水の量で色が変わり、夢

中になる生徒たち。

模様を考え、判づくりへ。判のフチに付けるのは、防染液。

この液体を付けた部分は顔料がしみ込んでいきません。模

様の配置を考え布を折りたたみ、判を押していきます。

４つの季節や12か月を放射状に配置したワークシート。

ここに思いつく言葉を書き込んでいきます。すべてのマス

を埋めなくてもOK、ということにしました。

時間

8時間

領域

A表現・B鑑賞

学習目標

地域の伝統産業や自らが感じ

る季節のよさを基に主題を生

みだし表現する。

指 導 計 画

④ 注染てぬぐいを仕上げる ③ 顔料を垂らし、にじみを味わう

② 模様を考え、判をつくり、押す ①自分と季節のかかわりを言葉にする

　美
術
の
授
業
で

は
�
子
ど
も
た
ち
の

心
に
と
に
か
く
た
く

さ
ん
の
種
を
撒
い
て

あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
�
ど
の
種
を
芽
吹
か
せ
て
�
花
を

咲
か
せ
る
か
は
そ
の
子
次
第
�大
人

に
な
�
て
か
ら
芽
吹
く
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
�
で
す
が
�
身
近
に

あ
る
も
の
�こ
れ
か
ら
出
会
う
も
の

に
対
し
て
�さ
�
と
通
り
過
ぎ
る
こ

と
な
く
注
目
で
き
る
�日
々
の
生
活

の
中
に
あ
る
も
の
の
よ
さ
に
気
付

け
る
よ
う
に
な
�
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
�題
材
づ
く
り
を

行
�
て
い
ま
す
�

　そ
れ
と
は
別
に
目
標
に
し
て

い
る
の
が
�堺
市
の
ど
の
学
校
で

も
実
践
で
き
る
よ
う
な﹁
共
通
の

授
業
﹂
を
つ
く
る
こ
と
�
同
じ
目

標
に
向
か
�
て
同
じ
題
材
を
扱

い
�情
報
の
共
有
や
議
論
を
す
る

こ
と
で
�教
育
の
質
が
高
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
�堺
市
の
教
員
同
士
で
協
力

し
合
い
�こ
の
地
域
な
ら
で
は
の

よ
り
よ
い
種
を
子
ど
も
た
ち
に

撒
い
て
い
け
れ
ば
幸
せ
で
す
�

Messa
ge

たくさんの種を撒いてあげたい

伝統技術を題材に、匠の技に触れる

「私と季節」の注染手ぬぐい

材料・用具

手ぬぐい、試し布、ボール紙、ス

チレンボード、スポイト、カップ、

顔料、定着液、防染液

題材の目標

受け継がれてきた伝統や文化のよ

さや美しさを感じ取り、心豊かな生

活を創造してゆく態度を養う。

自らの生活と季節とのかかわりを基

に主題を生みだし、単純化・構成を

工夫し表現することから、生活を豊

かにする美術の働きを考える。

注染手ぬぐいとその技法を理解し、

布の重ね方、染め方を考え、意図に応

じて自分の表現方法を追求して表す。

知識及び技能

思考力・判断力・表現力等

学びに向かう力・人間性等

・

・

・

ちゅう  せん

　 授業の手順・技法について▼

詳しくはこちら。 forme No.319 ⑳forme No.319㉑ 高中小

　堺
市
は
歴
史
あ
る
貿
易
都
市
�
茶

の
湯
や
和
菓
子
な
ど
�
特
色
あ
る
職

人
文
化
が
根
付
い
て
い
ま
す
�
こ
う

し
た
自
分
た
ち
の
地
域
に
身
近
に
あ

る

”
匠
の
技
“
を
深
く
感
じ
味
わ
�

て
ほ
し
い
と
思
い
�
堺
市
の
伝
統
技

術
�
注
染
を
題
材
に
選
び
ま
し
た
�

　注
染
と
は
そ
の
名
の
と
お
り
�
染

料
を
注
ぎ
�
布
を
染
め
る
技
法
で
す
�

一
枚
の
長
い
布
を
蛇
腹
状
に
重
ね
�

型
紙
の
上
か
ら
防
染
糊
で
模
様
を
型

取
�
た
あ
と
に
じ
�
う
ろ
で
染
料
を

注
い
で
布
を
染
め
ま
す
�
こ
の
技
法

は
�
一
度
に
大
量
の
手
ぬ
ぐ
い
を
染

め
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
発
達
し
ま
し

た
�
今
回
の
授
業
で
は
そ
の
技
法

を
�
授
業
で
扱
え
る
よ
う
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
行
い
ま
し
た
�

　授
業
の
導
入
で
は
�
実
際
に
販
売

さ
れ
て
い
る
注
染
の
手
ぬ
ぐ
い
を
見

せ
�
季
節
を
表
現
す
る
モ
チ
�
フ
が

多
い
こ
と
を
説
明
�
そ
の
あ
と
�
季

節
と
生
活
に
は
つ
な
が
り
が
あ
る
と

話
し
�
”
生
活
の
中
の
美
術
“
に
気

付
く
視
点
を
育
て
る
た
め
﹁
自
分
と

季
節
と
の
か
か
わ
り
を
探
し
て
み
よ

う
﹂
と
い
う
テ
�
マ
で
�
ワ
�
ク
シ
�

ト
を
配
布
し
ま
し
た
�

　ワ
�
ク
シ
�
ト
は
マ
ス
の
配
置
を

工
夫
し
�
季
節
や
暦
の
月
か
ら
連
想

す
る
言
葉
�
イ
メ
�
ジ
を
�
順
番
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
自
由
に
書
き

出
し
て
い
�
て
も
ら
い
ま
し
た
�

　﹁
夏
は
私
が
大
好
き
な
ス
イ
カ
と
花

火
の
季
節
！
﹂﹁
春
は
ピ
ア
ノ
の
発
表

会
が
あ
る
か
ら
�
私
に
と
�
て
は
ピ
ア

ノ
と
桜
の
季
節
だ
な
﹂�
そ
ん
な
風
に

し
て
イ
メ
�
ジ
が
固
ま
�
て
き
た
ら
�

次
は
模
様
を
考
え
ま
す
�
モ
チ
�
フ

を
組
み
合
わ
せ
た
り
�
単
純
化
し
た

り…
…

�
中
に
は
紙
に
描
い
た
模
様

を
切
り
出
し
て
�
様
々
な
組
合
せ
を

試
し
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
子

も
�
一
年
生
で
実
施
し
た
﹁
自
分
の

マ
�
ク
を
つ
く
る
﹂
と
い
う
授
業
で

模
様
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
経
験
を
生
か

し
�
工
夫
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
�

　模
様
が
完
成
し
た
ら
ス
チ
レ
ン

ボ
�
ド
で
判
を
つ
く
り
�
色
の
検
討

に
入
り
ま
す
�
こ
こ
で
意
識
し
た
の

が
�
注
染
な
ら
で
は
の
に
じ
み
を
味

わ
う
時
間
を
つ
く
る
こ
と
�
試
し
用

の
小
さ
な
布
を
た
く
さ
ん
用
意
し
�

防
染
液
や
顔
料
の
使
い
方
を
�
実
感

を
も
�
て
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
�

水
の
量
で
に
じ
み
具
合
が
変
わ
る
こ

と
や
�
色
の
組
合
せ
で
印
象
が
変
わ

る
こ
と
な
ど
を
発
見
し
�
歓
声
を
上

げ
る
子
も
�﹁
見
て
見
て
！
﹂
と
面
白

い
表
現
を
披
露
し
合
い
�
自
然
と
学

び
合
い
が
生
ま
れ
ま
し
た
�
ま
た
�

簡
単
に
は
思
い
通
り
の
イ
メ
�
ジ
に

な
ら
な
い
こ
と
や
�
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
何
度
も
試
す
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
�

　本
番
で
は
�
布
の
折
り
方
も
試
し

な
が
ら
考
え
�
模
様
の
配
置
を
工
夫

し
ま
し
た
�
染
め
た
布
を
パ
�
と
開

く
瞬
間
が
�
本
当
に
素
晴
ら
し
か
�

た
�﹁
ち
�
�
と
協
力
し
て
﹂
と
声
を

掛
け
合
い
な
が
ら
せ
え
の
で
開
い

て
�
模
様
が
飛
び
出
し
て
く
る
の
を

見
て
�﹁
ひ
�
あ
！
﹂
と
い
う
表
情

で
驚
い
て
�
折
り
の
効
果
や
裏
表
の

な
い
仕
上
が
り
な
ど
注
染
な
ら
で
は

の
面
白
さ
を
�
驚
き
と
共
に
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�

﹁
私
と
季
節
﹂の
か
か
わ
り
を
探
す

模
様
が
飛
び
出
す
�驚
き
の
瞬
間

に
じ
み
の
よ
さ
を
味
わ
う
た
め
に

「『私と季節』の注染手ぬぐい」 活動の流れ

文：秋山由香（Playce）

学
び
の
フ
ロ
ン
テ
�
ア

授

業

実

践

中
中
学
校
三
年
生

伊藤慶孝先生が題材に選んだのは、注染の手ぬぐい。

身近にあるものの味わいや素晴らしさに気付ける人になってほしい――。

そんな思いで取り上げた、堺市に根付く伝統産業。

そこにあるものを「自分」に落とし込む思考を育てる、その工夫について伺います。

大阪府　堺市立浜寺中学校

よし  たかい とう

伊藤 慶孝 先生

本番は一回だけ。失敗した場合は、はねた顔料を水滴に

見立てて模様を足すなどして表現の幅を広げました。最後

に注染職人の仕事動画を見て、そのすごさと苦労を実感。

防染液でつくった“土手”の内側にスポイトで顔料を垂ら

します。垂らす順番、垂らし方、水の量で色が変わり、夢

中になる生徒たち。

模様を考え、判づくりへ。判のフチに付けるのは、防染液。

この液体を付けた部分は顔料がしみ込んでいきません。模

様の配置を考え布を折りたたみ、判を押していきます。

４つの季節や12か月を放射状に配置したワークシート。

ここに思いつく言葉を書き込んでいきます。すべてのマス

を埋めなくてもOK、ということにしました。

時間

8時間

領域

A表現・B鑑賞

学習目標

地域の伝統産業や自らが感じ

る季節のよさを基に主題を生

みだし表現する。

指 導 計 画

④ 注染てぬぐいを仕上げる ③ 顔料を垂らし、にじみを味わう

② 模様を考え、判をつくり、押す ①自分と季節のかかわりを言葉にする

　美
術
の
授
業
で

は
�
子
ど
も
た
ち
の

心
に
と
に
か
く
た
く

さ
ん
の
種
を
撒
い
て

あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
�
ど
の
種
を
芽
吹
か
せ
て
�
花
を

咲
か
せ
る
か
は
そ
の
子
次
第
�大
人

に
な
�
て
か
ら
芽
吹
く
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
�
で
す
が
�
身
近
に

あ
る
も
の
�こ
れ
か
ら
出
会
う
も
の

に
対
し
て
�さ
�
と
通
り
過
ぎ
る
こ

と
な
く
注
目
で
き
る
�日
々
の
生
活

の
中
に
あ
る
も
の
の
よ
さ
に
気
付

け
る
よ
う
に
な
�
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
�題
材
づ
く
り
を

行
�
て
い
ま
す
�

　そ
れ
と
は
別
に
目
標
に
し
て

い
る
の
が
�堺
市
の
ど
の
学
校
で

も
実
践
で
き
る
よ
う
な﹁
共
通
の

授
業
﹂
を
つ
く
る
こ
と
�
同
じ
目

標
に
向
か
�
て
同
じ
題
材
を
扱

い
�情
報
の
共
有
や
議
論
を
す
る

こ
と
で
�教
育
の
質
が
高
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
�堺
市
の
教
員
同
士
で
協
力

し
合
い
�こ
の
地
域
な
ら
で
は
の

よ
り
よ
い
種
を
子
ど
も
た
ち
に

撒
い
て
い
け
れ
ば
幸
せ
で
す
�

Messa
ge

たくさんの種を撒いてあげたい

伝統技術を題材に、匠の技に触れる

「私と季節」の注染手ぬぐい

材料・用具

手ぬぐい、試し布、ボール紙、ス

チレンボード、スポイト、カップ、

顔料、定着液、防染液

題材の目標

受け継がれてきた伝統や文化のよ

さや美しさを感じ取り、心豊かな生

活を創造してゆく態度を養う。

自らの生活と季節とのかかわりを基

に主題を生みだし、単純化・構成を

工夫し表現することから、生活を豊

かにする美術の働きを考える。

注染手ぬぐいとその技法を理解し、

布の重ね方、染め方を考え、意図に応

じて自分の表現方法を追求して表す。

知識及び技能

思考力・判断力・表現力等

学びに向かう力・人間性等

・

・

・

ちゅう  せん

　 授業の手順・技法について▼

詳しくはこちら。 forme No.319 ⑳forme No.319㉑ 高中小

https://www.nichibun-g.co.jp/library/forme/319/pdf/manabi_frontier_ju.pdf


学
び
の
フ
ロ
ン
テ
�
ア

授

業

実

践

高

高
校
一
年
生

　
私
が
目
指
し
て
い
る
の
は
�﹁
楽

し
み
な
が
ら
発
想
力
が
身
に
付
く

授
業
﹂
で
す
�

　
ト
リ
�
ク
ア
�
ト
を
題
材
に
し

よ
う
と
思
�
た
の
は
�﹁
な
い
も
の

を
あ
る
よ
う
に
見
せ
る
﹂
こ
と
を
発

想
す
る
楽
し
さ
と
そ
れ
を
具
現
化

す
る
楽
し
さ
の
両
方
が
備
わ
�
て

い
る
か
ら
�
例
え
ば
�
教
室
に
い
る

は
ず
の
な
い
魚
が
飛
び
出
し
て
く

る
と
い
う
意
外
性
の
あ
る
情
景
を

考
え
た
と
し
ま
す
�
そ
の
面
白
い
ア

イ
デ
ア
が
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
す

る
こ
と
が
大
切
�
単
に
魚
を
本
物

そ
�
く
り
に
描
く
こ
と
が
重
要
な

の
で
は
な
く
�
上
手
い
下
手
を
超
え

た

”
表
し
伝
え
る
楽
し
さ
“
を
実
感

で
き
る
授
業
に
し
た
い
と
思
い
�
指

導
計
画
を
考
え
ま
し
た
�

　
導
入
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
�

消
し
ゴ
ム
の
デ
�
サ
ン
で
す
�
光
の

方
向
や
陰
影
の
関
係
�
形
の
捉
え
方

を
意
識
し
て
�
立
体
的
に
描
く
よ
う

に
伝
え
ま
し
た
�
最
後
に
�
消
し
ゴ
ム

か
ら
離
し
て
影
を
付
け
る
こ
と
で

﹁
宙
に
浮
い
て
い
る
よ
う
に
見
せ
る
﹂

こ
と
に
挑
戦
�
デ
�
サ
ン
の
知
識
や

技
術
が
�
発
想
し
た
視
覚
の
ト
リ
�

ク
を
表
す
手
立
て
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
理
解
で
き
�
し
�
か
り
と
納
得

し
て
作
品
制
作
に
入
�
て
い
け
た
よ

う
に
思
い
ま
す
�

　
ト
リ
�
ク
ア
�
ト
の
手
法
の
例
を

い
く
つ
か
見
せ
�
床
か
ら
立
ち
上

が
�
て
く
る
も
の
や
床
下
に
潜
む
世

界
を
イ
メ
�
ジ
さ
せ
た
ら
�
次
は
ア

イ
デ
ア
ス
ケ
�
チ
へ
�
ま
ず
は
個
人

で
ア
イ
デ
ア
出
し
を
し
た
後
�
ス

ケ
�
チ
を
持
ち
寄
り
�
四
〜
五
人
の

グ
ル
�
プ
を
つ
く
�
て
共
同
制
作
に

進
み
ま
す
�
人
と
話
す
こ
と
で
発
想

が
広
が
り
�
技
術
面
で
も
互
い
に
教

え
合
う
こ
と
で
理
解
が
深
ま
り
ま

す
�﹁
な
る
ほ
ど
！
﹂﹁
そ
う
か
！
﹂
な

ど
と
言
い
な
が
ら
�
口
々
に
ア
イ
デ

ア
や
意
見
を
出
し
合
い
�
楽
し
そ
う

に
作
品
づ
く
り
を
進
め
る
生
徒
た

ち
�
床
の
穴
か
ら
見
え
る
海
や
�
吸

い
込
ま
れ
そ
う
な
ぐ
ら
い
大
き
な

人
間
の
口
な
ど
�
様
々
な
ア
イ
デ
ア

が
飛
び
出
し
ま
し
た
�
作
品
は
90×

85
㎝
の
板
段
ボ
�
ル
に
�
グ
ル
�
プ

で
相
談
し
て
決
め
た
ア
イ
デ
ア
を
描

い
て
い
き
ま
す
�
板
段
ボ
�
ル
は

真
�
白
の
紙
よ
り
も
床
に
な
じ
み
�

ト
リ
�
ク
ア
�
ト
の
効
果
を
生
か

し
や
す
い
素
材
で
す
�

　
最
後
に
�
完
成
し
た
作
品
の
中
に

人
が
落
ち
る
な
ど
の
パ
フ
�
�
マ

ン
ス
を
交
え
た
発
表
と
撮
影
会
を

行
い
�
グ
ル
�
プ
内
で
の
相
互
評
価

へ
�
授
業
を
通
し
て
見
付
け
た
相
手

の
よ
い
と
こ
ろ
を
認
め
つ
つ
�
自
分

の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
�

　
発
想
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
苦

手
意
識
を
も
つ
生
徒
も
い
ま
す
が
�

グ
ル
�
プ
の
メ
ン
バ
�
と
協
力
し
な

が
ら
取
り
組
む
中
で
�
発
想
を
形
に

す
る
楽
し
さ
を
実
感
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
�

思
い
付
く
と
工
夫
し
た
く
な
る

デ
�
サ
ン
で
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
む

共
同
制
作
が
学
び
を
深
め
る

トリックアートで

自分たちの発想を表現する

空想の
世界を描く

東京都 東京都立文京高等学校

み 　 ち 　 えなか　むら

中村 美知枝 先生

現実の風景にないものをあるように見せるトリックアート。

これを活用し、発想力を広げる授業をしているのが中村美知枝先生です。

生徒一人一人の個性を生かし、「楽しい」を体感しながら、学びを深める――。

そんな授業を実践する中村先生に、思いや工夫点を語っていただきました。

真上から見るとゆがんで見える絵が、3m離れた位置から

見ると、床に穴が開いているように見えます。工夫した点

を発表し、より面白く見えるようポーズを取って撮影会。

どうすれば立体的に見えるようになるかなど、アイデア

が伝わる表し方を互いに教え合い、各々が得意を生か

すことで全員が主役になれる活動を目指します。

まずは個人でアイデアスケッチに取り組みました。さら

にそれぞれのアイデアを持ち寄り、グループで制作する

作品を話し合って決めます。

影を工夫して描くだけで、消しゴムが浮いているように

見える！ 生徒は驚きとともに「もっと描いてみたい！」

と制作への意欲がかき立てられます。

時間

7時間

領域

A表現（1）

絵画・彫刻

材料・用具

板段ボール（90×85cm）／グ

ループに１枚、描画材（アクリル

ガッシュなど）

学習目標

平面が立体的に見えるトリック

アートの仕組みを理解し、その

仕組みを生かしたアイデアを発

想し、工夫して表現する。

題材の目標

　知識及び技能

平面が立体に見えるような形体や陰

影などの効果、作品全体のイメージを

捉え、描画材の特性を生かして表す。

　思考力、判断力、表現力等

現実にはあり得ない情景のイメージ

などを基に、形体や陰影の効果を考

え、構想を練ったり鑑賞したりする。

　学びに向かう力、人間性等

トリックアートで驚きを表す学習活

動に、生徒同士で協力しながら主

体的に取り組む。

指 導 計 画

④ 発表と撮影を行う ③ グループでつくる

② 個人とグループでアイデアスケッチを行う ① 消しゴムをデッサンする

「空想の世界を描く」　活動の流れ

　
授
業
で
意
識
し
て

い
る
の
は
�生
徒
が

主
体
的
に
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
サ
ポ
�

ト
す
る
こ
と
�ア
イ
デ
ア
出
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イ
デ
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を
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に
す
る
方
法
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一
つ
で
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な
い
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と
に
気
付

き
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分
な
り
の
ア
イ
デ
ア
を
考

え
出
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う
と
し
ま
す
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校
生
は
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う
し
た
い
�
こ
れ
が
好
き
�
な

ど
の
意
思
を
も
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て
い
る
の
で
�

そ
の
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら

授
業
を
進
め
て
い
ま
す
�

　
今
�社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
の

は
�０
か
ら
１
を
生
み
出
す
創
造

力
�
豊
か
に
発
想
し
�
方
法
を
考

え
�試
行
錯
誤
し
て
つ
く
り
あ
げ

る
力
を
育
む
こ
と
が
�こ
れ
か
ら

の
時
代
を
生
き
る
生
徒
た
ち
に

と
�
て
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
�

0 から 1 を生みだす力を育てるために
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授

業
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践

高

高
校
一
年
生

　
私
が
目
指
し
て
い
る
の
は
�﹁
楽

し
み
な
が
ら
発
想
力
が
身
に
付
く

授
業
﹂
で
す
�

　
ト
リ
�
ク
ア
�
ト
を
題
材
に
し

よ
う
と
思
�
た
の
は
�﹁
な
い
も
の

を
あ
る
よ
う
に
見
せ
る
﹂
こ
と
を
発

想
す
る
楽
し
さ
と
そ
れ
を
具
現
化

す
る
楽
し
さ
の
両
方
が
備
わ
�
て

い
る
か
ら
�
例
え
ば
�
教
室
に
い
る

は
ず
の
な
い
魚
が
飛
び
出
し
て
く

る
と
い
う
意
外
性
の
あ
る
情
景
を

考
え
た
と
し
ま
す
�
そ
の
面
白
い
ア

イ
デ
ア
が
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
す

る
こ
と
が
大
切
�
単
に
魚
を
本
物

そ
�
く
り
に
描
く
こ
と
が
重
要
な

の
で
は
な
く
�
上
手
い
下
手
を
超
え

た

”
表
し
伝
え
る
楽
し
さ
“
を
実
感

で
き
る
授
業
に
し
た
い
と
思
い
�
指

導
計
画
を
考
え
ま
し
た
�

　
導
入
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
�

消
し
ゴ
ム
の
デ
�
サ
ン
で
す
�
光
の

方
向
や
陰
影
の
関
係
�
形
の
捉
え
方

を
意
識
し
て
�
立
体
的
に
描
く
よ
う

に
伝
え
ま
し
た
�
最
後
に
�
消
し
ゴ
ム

か
ら
離
し
て
影
を
付
け
る
こ
と
で

﹁
宙
に
浮
い
て
い
る
よ
う
に
見
せ
る
﹂

こ
と
に
挑
戦
�
デ
�
サ
ン
の
知
識
や

技
術
が
�
発
想
し
た
視
覚
の
ト
リ
�

ク
を
表
す
手
立
て
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
理
解
で
き
�
し
�
か
り
と
納
得

し
て
作
品
制
作
に
入
�
て
い
け
た
よ

う
に
思
い
ま
す
�

　
ト
リ
�
ク
ア
�
ト
の
手
法
の
例
を

い
く
つ
か
見
せ
�
床
か
ら
立
ち
上

が
�
て
く
る
も
の
や
床
下
に
潜
む
世

界
を
イ
メ
�
ジ
さ
せ
た
ら
�
次
は
ア

イ
デ
ア
ス
ケ
�
チ
へ
�
ま
ず
は
個
人

で
ア
イ
デ
ア
出
し
を
し
た
後
�
ス

ケ
�
チ
を
持
ち
寄
り
�
四
〜
五
人
の

グ
ル
�
プ
を
つ
く
�
て
共
同
制
作
に

進
み
ま
す
�
人
と
話
す
こ
と
で
発
想

が
広
が
り
�
技
術
面
で
も
互
い
に
教

え
合
う
こ
と
で
理
解
が
深
ま
り
ま

す
�﹁
な
る
ほ
ど
！
﹂﹁
そ
う
か
！
﹂
な

ど
と
言
い
な
が
ら
�
口
々
に
ア
イ
デ

ア
や
意
見
を
出
し
合
い
�
楽
し
そ
う

に
作
品
づ
く
り
を
進
め
る
生
徒
た

ち
�
床
の
穴
か
ら
見
え
る
海
や
�
吸

い
込
ま
れ
そ
う
な
ぐ
ら
い
大
き
な

人
間
の
口
な
ど
�
様
々
な
ア
イ
デ
ア

が
飛
び
出
し
ま
し
た
�
作
品
は
90×

85
㎝
の
板
段
ボ
�
ル
に
�
グ
ル
�
プ

で
相
談
し
て
決
め
た
ア
イ
デ
ア
を
描

い
て
い
き
ま
す
�
板
段
ボ
�
ル
は

真
�
白
の
紙
よ
り
も
床
に
な
じ
み
�

ト
リ
�
ク
ア
�
ト
の
効
果
を
生
か

し
や
す
い
素
材
で
す
�

　
最
後
に
�
完
成
し
た
作
品
の
中
に

人
が
落
ち
る
な
ど
の
パ
フ
�
�
マ

ン
ス
を
交
え
た
発
表
と
撮
影
会
を

行
い
�
グ
ル
�
プ
内
で
の
相
互
評
価

へ
�
授
業
を
通
し
て
見
付
け
た
相
手

の
よ
い
と
こ
ろ
を
認
め
つ
つ
�
自
分

の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
�

　
発
想
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こ
と
は
難
し
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と
苦

手
意
識
を
も
つ
生
徒
も
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ま
す
が
�

グ
ル
�
プ
の
メ
ン
バ
�
と
協
力
し
な

が
ら
取
り
組
む
中
で
�
発
想
を
形
に

す
る
楽
し
さ
を
実
感
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
�

思
い
付
く
と
工
夫
し
た
く
な
る

デ
�
サ
ン
で
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
む

共
同
制
作
が
学
び
を
深
め
る

トリックアートで

自分たちの発想を表現する

空想の
世界を描く

東京都 東京都立文京高等学校

み 　 ち 　 えなか　むら

中村 美知枝 先生

現実の風景にないものをあるように見せるトリックアート。

これを活用し、発想力を広げる授業をしているのが中村美知枝先生です。

生徒一人一人の個性を生かし、「楽しい」を体感しながら、学びを深める――。

そんな授業を実践する中村先生に、思いや工夫点を語っていただきました。

真上から見るとゆがんで見える絵が、3m離れた位置から

見ると、床に穴が開いているように見えます。工夫した点

を発表し、より面白く見えるようポーズを取って撮影会。

どうすれば立体的に見えるようになるかなど、アイデア

が伝わる表し方を互いに教え合い、各々が得意を生か

すことで全員が主役になれる活動を目指します。

まずは個人でアイデアスケッチに取り組みました。さら

にそれぞれのアイデアを持ち寄り、グループで制作する

作品を話し合って決めます。

影を工夫して描くだけで、消しゴムが浮いているように

見える！ 生徒は驚きとともに「もっと描いてみたい！」

と制作への意欲がかき立てられます。

時間

7時間

領域

A表現（1）

絵画・彫刻

材料・用具
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題材の目標

　知識及び技能

平面が立体に見えるような形体や陰

影などの効果、作品全体のイメージを
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④ 発表と撮影を行う ③ グループでつくる

② 個人とグループでアイデアスケッチを行う ① 消しゴムをデッサンする

「空想の世界を描く」　活動の流れ
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今井未知
いま い み ち

イラストレーター。女子美術短期大学造形学科（当時）卒。

パリのアトリエ•コントルポワンにて銅版画を学び

2000 年よりフリーのイラストレーターとして活動。

副 部 長 ／スケッチ担当

第 1 1 回

昭和

そ
ろみ
部

ぞ

　
道
中
で
は
曲
線
を
活
か
し
た
造

形
物
も
数
多
く
目
に
し
た
�
窓
際

や
ベ
ラ
ン
ダ
の
手
摺
に
は
Ｓ
字
や

Ｕ
字
や
Ｃ
字
に
加
工
さ
れ
た
線
状

の
金
属
が
織
り
な
す
複
雑
な
形
態
�

同
じ
パ
�
ツ
を
構
成
し
て
い
る
だ

け
な
の
に
何
か
の
顔
に
見
え
て
く

る
も
の
も
�
薬
局
の
店
先
に
置
か

れ
た
傘
立
て
は
直
線
と
円
を
組
み

合
わ
せ
た
花
の
形
�
鉄
柵
の
高
さ

を
変
え
て
波
の
よ
う
な
流
れ
を
表

現
し
て
い
る
門
扉
も
発
見
し
た
�

無
機
質
な
工
業
製
品
も
パ
タ
�
ン

次
第
で
豊
か
な
表
情
を
見
せ
る
�

そ
れ
は
あ
た
か
も
昭
和
時
代
に
よ

み
が
え
�
た
ア
�
ル
ヌ
�
ヴ
�
�
�

そ
の
よ
う
な
目
線
で
町
を
眺
め
れ

ば
�
有
機
的
な
形
態
を
し
た
街
燈

も
エ
ミ
�
ル
・
ガ
レ
の
作
品
の
よ

う
に
見
え
て
く
る
�
昭
和
ら
し
さ

を
演
出
す
る
磨
り
ガ
ラ
ス
の
模
様

も
植
物
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
柔

ら
か
な
曲
線
が
特
徴
的
だ
�

　
昭
和
ら
し
さ
を
象
徴
す
る
風
景

と
し
て
は
﹁
ト
タ
ン
﹂
も
見
過
ご
せ

な
い
�
建
物
の
壁
や
屋
根
の
み
な

ら
ず
�
塀
や
チ
リ
ト
リ
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
る
万
能
素
材
�
波
打
つ

表
面
は
そ
れ
だ
け
で
昭
和
イ
メ
�

ジ
を
喚
起
す
る
�
色
あ
せ
具
合
や

点
々
と
つ
い
た
サ
ビ
さ
え
も
古
色

を
帯
び
た
味
わ
い
と
な
�
て
い
る
�

新
し
い
建
材
で
は
な
か
な
か
再
現

で
き
な
い
蓄
積
さ
れ
た
時
間
が
育

む
昭
和
の
手
触
り
だ
�
手
書
き
の

看
板
と
の
相
性
も
ば
�
ち
り
�
限

ら
れ
た
技
術
だ
か
ら
こ
そ
�
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
垣
間
見
え
る
手
業
の

跡
が
統
一
感
の
あ
る
空
気
を
つ
く

り
だ
し
て
い
る
�
六
十
年
以
上
続

い
た
時
代
は
切
り
取
り
方
に
よ
�

て
見
方
も
変
わ
る
�
今
回
は
部
員

の
直
観
を
頼
り
に
独
断
と
偏
見
の

基
に
そ
ぞ
ろ
み
た
わ
け
だ
が
�
読

者
の
皆
さ
ん
は
何
に
﹁
昭
和
﹂
を
感

じ
る
だ
ろ
う
か
�

時
代
の
質
感

昭
和
ア
�
ル
ヌ
�
ヴ
�
�

昭
和
の
イ
メ
�
ジ
採
集

市川寛也
いちかわひろ や

部 長 ／テキスト担当

　元号が平成から令和に改められて最初のそぞろみ部。このタイミングを

記念して、またひとつ遠くなった「昭和」をテーマに設定した。舞台となる

のは「昭和レトロ」なまちづくりに取り組む東京都青梅市。都心から電車

で 1 時間強の小旅行を経て駅に降り立つと、そこかしこにノスタルジック

な映画看板が掲げられていた。ワクワク感が高まりながら改札を出る昭

和生まれの一行であった。

そぞろみ部とは・・・

いろいろな場所をそぞろ歩きながら造形的な見方や考え方を

使って身の回りのあれこれを眺めてみるまったり系部活動。

ここでは、部長と副部長がそれぞれの視点で切り取った形や

色を言葉とイラストでレポートしていきます。

そ
ぞ
ろ
み
ポ
イ
ン
ト 

三

そ
ぞ
ろ
み
ポ
イ
ン
ト 

二

そ
ぞ
ろ
み
ポ
イ
ン
ト 

一

　
駅
を
出
て
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん

で
き
た
の
は
空
き
ビ
ル
の
屋
上
に

あ
る
看
板
�
う
�
す
ら
と
見
え
る

シ
ン
ボ
ル
マ
�
ク
は
意
図
せ
ず
残

さ
れ
た
昭
和
の
残
像
か
�
駅
前

ロ
�
タ
リ
�
︵
こ
の
響
き
も
昭
和
�

ぽ
い
︶
を
進
む
と
�
正
面
に
見
え
る

建
物
の
壁
面
に
は
横
一
列
に
緑
色

の
ひ
さ
し
が
並
ん
で
い
た
�
半
円

が
連
続
す
る
そ
の
縁
は
少
し
く
た

び
れ
た
感
じ
で
波
打
ち
�
一
昔
前

の
パ
�
ラ
�
の
入
り
口
の
よ
う
な

佇
ま
い
�
店
舗
の
軒
先
で
も
し
ば

し
ば
同
様
の
形
状
と
遭
遇
し
た
�

そ
の
多
く
は
緑
と
白
�
赤
と
青
と

い
�
た
具
合
に
ツ
�
ト
ン
カ
ラ
�

の
ス
ト
ラ
イ
プ
に
な
�
て
お
り
�

昭
和
ら
し
さ
を
倍
増
さ
せ
る
�
路

地
に
入
れ
ば
民
家
の
玄
関
を
彩
る

タ
イ
ル
に
も
視
線
が
向
か
う
�
そ

の
多
く
は
赤
茶
色
を
し
た
暖
色
系

だ
�
た
が
�
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
青

タ
イ
ル
も
見
か
け
た
�

群馬大学学術研究院准教授。妖怪研究家。

現在、岩手県胆沢郡金ケ崎町の重要伝統的建造物群保存地区にて

アートプロジェクト「城内農民芸術祭」を開催中。
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パ
タ
�
ン

次
第
で
豊
か
な
表
情
を
見
せ
る
�

そ
れ
は
あ
た
か
も
昭
和
時
代
に
よ

み
が
え
�
た
ア
�
ル
ヌ
�
ヴ
�
�
�

そ
の
よ
う
な
目
線
で
町
を
眺
め
れ

ば
�
有
機
的
な
形
態
を
し
た
街
燈

も
エ
ミ
�
ル
・
ガ
レ
の
作
品
の
よ

う
に
見
え
て
く
る
�
昭
和
ら
し
さ

を
演
出
す
る
磨
り
ガ
ラ
ス
の
模
様

も
植
物
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
柔

ら
か
な
曲
線
が
特
徴
的
だ
�

　
昭
和
ら
し
さ
を
象
徴
す
る
風
景

と
し
て
は
﹁
ト
タ
ン
﹂
も
見
過
ご
せ

な
い
�
建
物
の
壁
や
屋
根
の
み
な

ら
ず
�
塀
や
チ
リ
ト
リ
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
る
万
能
素
材
�
波
打
つ

表
面
は
そ
れ
だ
け
で
昭
和
イ
メ
�

ジ
を
喚
起
す
る
�
色
あ
せ
具
合
や

点
々
と
つ
い
た
サ
ビ
さ
え
も
古
色

を
帯
び
た
味
わ
い
と
な
�
て
い
る
�

新
し
い
建
材
で
は
な
か
な
か
再
現

で
き
な
い
蓄
積
さ
れ
た
時
間
が
育

む
昭
和
の
手
触
り
だ
�
手
書
き
の

看
板
と
の
相
性
も
ば
�
ち
り
�
限

ら
れ
た
技
術
だ
か
ら
こ
そ
�
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
垣
間
見
え
る
手
業
の

跡
が
統
一
感
の
あ
る
空
気
を
つ
く

り
だ
し
て
い
る
�
六
十
年
以
上
続

い
た
時
代
は
切
り
取
り
方
に
よ
�

て
見
方
も
変
わ
る
�
今
回
は
部
員

の
直
観
を
頼
り
に
独
断
と
偏
見
の

基
に
そ
ぞ
ろ
み
た
わ
け
だ
が
�
読

者
の
皆
さ
ん
は
何
に
﹁
昭
和
﹂
を
感

じ
る
だ
ろ
う
か
�

時
代
の
質
感

昭
和
ア
�
ル
ヌ
�
ヴ
�
�

昭
和
の
イ
メ
�
ジ
採
集

市川寛也
いちかわひろ や

部 長 ／テキスト担当

　元号が平成から令和に改められて最初のそぞろみ部。このタイミングを

記念して、またひとつ遠くなった「昭和」をテーマに設定した。舞台となる

のは「昭和レトロ」なまちづくりに取り組む東京都青梅市。都心から電車

で 1 時間強の小旅行を経て駅に降り立つと、そこかしこにノスタルジック

な映画看板が掲げられていた。ワクワク感が高まりながら改札を出る昭

和生まれの一行であった。

そぞろみ部とは・・・

いろいろな場所をそぞろ歩きながら造形的な見方や考え方を

使って身の回りのあれこれを眺めてみるまったり系部活動。

ここでは、部長と副部長がそれぞれの視点で切り取った形や

色を言葉とイラストでレポートしていきます。

そ
ぞ
ろ
み
ポ
イ
ン
ト 

三

そ
ぞ
ろ
み
ポ
イ
ン
ト 

二

そ
ぞ
ろ
み
ポ
イ
ン
ト 

一

　
駅
を
出
て
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん

で
き
た
の
は
空
き
ビ
ル
の
屋
上
に

あ
る
看
板
�
う
�
す
ら
と
見
え
る

シ
ン
ボ
ル
マ
�
ク
は
意
図
せ
ず
残

さ
れ
た
昭
和
の
残
像
か
�
駅
前

ロ
�
タ
リ
�
︵
こ
の
響
き
も
昭
和
�

ぽ
い
︶
を
進
む
と
�
正
面
に
見
え
る

建
物
の
壁
面
に
は
横
一
列
に
緑
色

の
ひ
さ
し
が
並
ん
で
い
た
�
半
円

が
連
続
す
る
そ
の
縁
は
少
し
く
た

び
れ
た
感
じ
で
波
打
ち
�
一
昔
前

の
パ
�
ラ
�
の
入
り
口
の
よ
う
な

佇
ま
い
�
店
舗
の
軒
先
で
も
し
ば

し
ば
同
様
の
形
状
と
遭
遇
し
た
�

そ
の
多
く
は
緑
と
白
�
赤
と
青
と

い
�
た
具
合
に
ツ
�
ト
ン
カ
ラ
�

の
ス
ト
ラ
イ
プ
に
な
�
て
お
り
�

昭
和
ら
し
さ
を
倍
増
さ
せ
る
�
路

地
に
入
れ
ば
民
家
の
玄
関
を
彩
る

タ
イ
ル
に
も
視
線
が
向
か
う
�
そ

の
多
く
は
赤
茶
色
を
し
た
暖
色
系

だ
�
た
が
�
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
青

タ
イ
ル
も
見
か
け
た
�

群馬大学学術研究院准教授。妖怪研究家。

現在、岩手県胆沢郡金ケ崎町の重要伝統的建造物群保存地区にて

アートプロジェクト「城内農民芸術祭」を開催中。
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演劇部員として舞台に立つ三宅さん（左）。公演

当日に録画した映像は、編集して二次的に生み

出す新たな作品として発表するという。

C
G
・
V
F
X
の
映
像
技
術
と
�
演
劇
の
世
界
�

と
も
に
経
験
を
重
ね
�
い
つ
か
最
先
端
の
場
所
へ
�

VFXとはー

ビジュアルエフェクツ（Visual Effects）の略

で、映像における視覚効果を意味する。三宅

さんは「ALWAYS 三丁目の夕日」のメイキン

グ映像の中で、同作品の監督である山崎貴が

『VFXは模型と実写と3DCGを組み合わせて

つくる』と話すのを聞き、小学生でも可能な

模型づくりから始めたという。

早稲田大学本庄高等学院

　とも　ゆき

三宅 智之さん

みやけ

第 9 回

2045［カラー／5分10秒］2016

『2045』映像は

こちらから▼

触
る
鑑
賞
で

美
術
へ
の
関
心
を
育
て
る
�

先
生
の
ビ
ジ
�
ン
と
す
り
合
わ
せ
て

授
業
の
幅
を
広
げ
る
�

教
育
普
及
︵
ミ
�
�
ジ
ア
ム
・
エ
デ
�
ケ
�
シ
�
ン
︶
と
は
�
美
術
館
や
博
物
館
で
展
示
と
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
る
�

美
術
や
文
化
を
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
の
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
す
�

今
回
は
�
様
々
な
内
容
の
持
ち
運
び
用
の
教
材
ボ
�
ク
ス
を
独
自
で
製
作
し
�
ア
ウ
ト
リ
�
チ
活
動
︵
美
術
館
外
で
の
教
育
普
及
活
動
︶
に

取
り
組
ん
で
い
る
�
福
岡
市
美
術
館
の
教
育
普
及
担
当
の
鬼
本
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
�

「やきもの」ボックスの中には

落ち着いた鑑賞空間をつくり出す

畳も完備。

地元作家の協力で製作した

所蔵作品の複製などを詰めた

「やきもの」ボックス。

福岡市美術館

主任学芸主事

鬼本佳代子
もと か　よ　こおに

福岡市中央区大濠公園 1-6
TEL.092-714-6051

https://www.fukuoka-art-museum.jp/

福岡市美術館

ミュージアム・

エデュケーション

トビラ

の

ひ
ら
け！

ミュージアム・

エデュケーション

トビラ

福
岡
市
美
術
館

ど
こ
で
も
美
術
館

め
の
事
前
体
験
を
さ
せ
た
い
と
い
う
明
快
な

目
的
を
お
も
ち
で
し
た
�
お
か
げ
で
�
ボ
�

ク
ス
と
学
芸
員
と
作
家
の
役
割
が
う
ま
く
絡

み
合
い
�
子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
プ
ロ
�
チ
も

非
常
に
ス
ム
�
ズ
に
い
き
ま
し
た
�
子
ど
も

た
ち
は
�
ボ
�
ク
ス
を
使
�
て
磁
器
と
陶
器

の
違
い
を
体
感
す
る
な
ど
の
鑑
賞
体
験
と
�

作
家
と
の
作
品
製
作
と
い
う
実
技
体
験
の
組

み
合
わ
せ
で
�
焼
き
物
へ
の
興
味
・
関
心
を
�

よ
り
深
め
た
よ
う
に
思
い
ま
す
�

　二
〇
一
七
年
度
は
小
中
学
校
合
わ
せ
て

一
四
校
�
翌
年
度
は
特
別
支
援
学
校
と
院

内
学
級
も
加
え
二
六
校
で
実
施
し
ま
し
た
�

二
〇
一
九
年
三
月
に
美
術
館
が
リ
ニ
�
�
ア

ル
オ
�
プ
ン
し
て
か
ら
は
�
福
岡
市
の
小
中

高
校
へ
の
教
材
ボ
�
ク
ス
の
貸
し
出
し
と
�

美
術
館
に
な
か
な
か
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

地
域
の
小
中
学
校
や
特
別
支
援
学
校
�
公
民

館
の
高
齢
者
向
け
事
業
で
の
出
前
講
座
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
�
こ
の
教
材
ボ
�
ク
ス
が

き
�
か
け
と
な
�
て
�
よ
り
多
く
の
方
に
美

術
に
親
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
�

　福
岡
市
美
術
館
の
ア
ウ
ト
リ
�
チ
活
動
で

あ
る
﹁
ど
こ
で
も
美
術
館
﹂
が
始
ま
�
た
き
�

か
け
は
�
ず
ば
り
休
館
で
す
�
二
〇
一
六
年

か
ら
約
二
年
半
の
間
�
大
規
模
改
修
工
事
の

た
め
に
休
館
が
決
ま
り
�﹁
来
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
な
い
の
だ
か
ら
�
こ
ち
ら
か
ら
出

向
く
し
か
な
い
﹂
と
企
画
が
始
ま
り
ま
し
た
�

　本
当
は
実
物
の
作
品
を
持
�
て
行
き
た
い

け
ど
�
実
際
に
は
難
し
い
�
そ
こ
で
テ
�
マ

ご
と
に
学
べ
る
持
ち
運
び
用
の
教
材
ボ
�
ク

ス
を
つ
く
り
�
学
芸
員
が
出
前
講
座
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
�
所
蔵
作
品
の
複
製
が

入
�
た
﹁
絵
画
・
彫
刻
﹂
ボ
�
ク
ス
や
�
日

本
画
な
ど
の
描
画
材
が
入
�
た
﹁
素
材
と
技

法
﹂
ボ
�
ク
ス
�
九
州
ゆ
か
り
の
伊
万
里
焼

な
ど
に
触
れ
ら
れ
る
﹁
や
き
も
の
﹂
ボ
�
ク

ス
な
ど
�
い
ず
れ
も
当
館
の
所
蔵
作
品
と
関

連
し
て
い
ま
す
�
各
分
野
の
担
当
学
芸
員
や

大
学
の
先
生
方
と
知
恵
を
絞
り
�
内
容
や
活

用
法
を
考
え
�
当
館
な
ら
で
は
の
教
材
ボ
�

ク
ス
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き
ま
し
た
�

　私
自
身
�
つ
く
る
過
程
で
作
品
の
手
法
や

素
材
に
つ
い
て
改
め
て
知
る
こ
と
が
多
く
�

鑑
賞
者
に
も
触
る
こ
と
か
ら
作
品
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
�

　学
校
に
伺
う
場
合
�
各
ボ
�
ク
ス
に
よ
�

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
の
流
れ
は
あ
り
ま
す

が
�
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
�
て
学
校
ご

と
に
ア
レ
ン
ジ
を
施
し
て
い
き
ま
す
�
経
験

上
�
先
生
か
ら
﹁
こ
う
い
う
授
業
を
し
た
い
﹂

と
い
う
ビ
ジ
�
ン
を
示
し
て
も
ら
え
る
と
�

提
供
で
き
る
材
料
が
明
確
に
な
り
�
授
業
内

容
を
よ
り
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�

　例
え
ば
﹁
や
き
も
の
﹂
ボ
�
ク
ス
を
希
望

し
た
あ
る
小
学
校
で
は
�
地
元
に
お
住
ま
い

の
高
取
焼
の
作
家
さ
ん
の
指
導
で
子
ど
も
た

ち
が
焼
き
物
の
製
作
を
す
る
の
で
�
そ
の
た 　子

ど
も
の
頃
か
ら
も
の
づ
く
り

が
好
き
で
�
幼
稚
園
の
お
遊
戯
会

で
は
率
先
し
て
照
明
や
音
響
係

に
な
る
な
ど
�
舞
台
裏
の
仕
事
に

興
味
が
あ
り
ま
し
た
�
Ｖ
Ｆ
Ｘ
と

出
会
�
た
の
は
小
学
校
一
年
生

の
と
き
�
コ
ン
ピ
�
�
タ
で
合
成

し
た
映
像
技
術
で
話
題
だ
�
た

﹁A
L
W
A
Y
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三
丁
目
の
夕
日
﹂
を

父
が
観
に
連
れ
て
行
�
て
く
れ
た

ん
で
す
�
そ
の
映
像
の
凄
さ
に
﹁
こ

ん
な
世
界
を
人
の
手
で
つ
く
れ
る

ん
だ
！
﹂
と
衝
撃
を
受
け
�
僕
も

人
を
驚
か
せ
る
よ
う
な
作
品
を
つ

く
り
た
い
と
思
い
の
め
り
込
ん
で

い
き
ま
し
た
�

　﹁20
4
5

﹂
は
中
学
校
三
年
生
の

と
き
の
作
品
で
す
�
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
中
で
自
分
の
好
き
な

Ｖ
Ｆ
Ｘ
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ

て
�
実
際
に
作
品
を
つ
く
る
と
い

う
こ
と
を
研
究
テ
�
マ
に
一
年
か

け
て
制
作
し
ま
し
た
�
そ
れ
ま
で

に
個
別
に
つ
く
�
て
い
た
動
画
を

一
つ
に
ま
と
め
て
映
像
作
品
に
し

よ
う
と
思
い
�
脚
本
や
音
響
・
監

督
ま
で
自
ら
手
掛
け
ま
し
た
�
人

物
や
建
物
の
素
材
な
ど
は
街
へ
出

て
実
物
を
撮
影
し
て
い
ま
す
�

　映
像
の
技
術
は
ほ
ぼ
独
学
で
す

が
�
制
作
中
は
様
々
な
作
品
の
メ

イ
キ
ン
グ
映
像
を
鑑
賞
す
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
�
見
る
と
モ
チ

ベ
�
シ
�
ン
が
上
が
る
ん
で
す
�

﹁
こ
ん
な
手
法
も
挑
戦
し
て
み
た

い
！
﹂
�
て
�

　今
は
演
劇
部
で
も
活
動
し
て
い

ま
す
�
演
技
の
世
界
を
知
る
こ
と

で
表
現
の
幅
を
広
げ
た
い
と
考
え

た
か
ら
で
す
�
作
品
に
よ
�
て
は
�

小
道
具
の
制
作
や
進
行
管
理
も
担

当
し
な
が
ら
�
み
ん
な
で
つ
く
り

上
げ
て
い
く
面
白
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
�
も
ち
ろ
ん
�
映
像
作
品
の
制

作
も
継
続
中
で
す
�
や
は
り
人
が

驚
く
よ
う
な
作
品
が
つ
く
れ
た
と

き
は
楽
し
い
で
す
か
ら
�
将
来
は

映
像
の
道
へ
進
み
た
い
で
す
ね
�

技
術
的
な
進
化
が
激
し
い
業
界
な

の
で
�
時
代
の
流
れ
を
捉
え
�
最
先

端
の
環
境
で
働
け
る
こ
と
を
夢
み

て
い
ま
す
�

近未来の地球をテーマに、中学校

三年生のときに発表した映像作

品。制作に使用したのは主に「ブ

レンダー」というフリーのCGソフ

ト。映像を制作する技術は、本や

YouTube などから独学で習得し

た。作品は YouTube で大反響と

なり、150 万回以上（2019 年 9 月

時点）再生されている。

図画工作、美術の授業で学ん

だことを生かすと、どんな世界

が広がり、どんな未来が描ける

のでしょうか。各地で活躍する高

校生にスポットを当ててご紹介す

る「ラフスケッチ」。今回は、小学

校一年生の頃から興味のあった

VFXをメインにした動画「2045」

で注目を集め、現在は演劇部でも

活躍している三年生の三宅智之さ

んにお話を伺いました。

写真：エスエス上田新一郎
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演劇部員として舞台に立つ三宅さん（左）。公演

当日に録画した映像は、編集して二次的に生み

出す新たな作品として発表するという。

C
G
・
V
F
X
の
映
像
技
術
と
�
演
劇
の
世
界
�

と
も
に
経
験
を
重
ね
�
い
つ
か
最
先
端
の
場
所
へ
�

VFXとはー

ビジュアルエフェクツ（Visual Effects）の略

で、映像における視覚効果を意味する。三宅

さんは「ALWAYS 三丁目の夕日」のメイキン

グ映像の中で、同作品の監督である山崎貴が

『VFXは模型と実写と3DCGを組み合わせて

つくる』と話すのを聞き、小学生でも可能な

模型づくりから始めたという。

早稲田大学本庄高等学院

　とも　ゆき

三宅 智之さん

みやけ

第 9 回

2045［カラー／5分10秒］2016

『2045』映像は

こちらから▼

触
る
鑑
賞
で

美
術
へ
の
関
心
を
育
て
る
�

先
生
の
ビ
ジ
�
ン
と
す
り
合
わ
せ
て

授
業
の
幅
を
広
げ
る
�

教
育
普
及
︵
ミ
�
�
ジ
ア
ム
・
エ
デ
�
ケ
�
シ
�
ン
︶
と
は
�
美
術
館
や
博
物
館
で
展
示
と
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
る
�

美
術
や
文
化
を
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
の
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
す
�

今
回
は
�
様
々
な
内
容
の
持
ち
運
び
用
の
教
材
ボ
�
ク
ス
を
独
自
で
製
作
し
�
ア
ウ
ト
リ
�
チ
活
動
︵
美
術
館
外
で
の
教
育
普
及
活
動
︶
に

取
り
組
ん
で
い
る
�
福
岡
市
美
術
館
の
教
育
普
及
担
当
の
鬼
本
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
�

「やきもの」ボックスの中には

落ち着いた鑑賞空間をつくり出す

畳も完備。

地元作家の協力で製作した

所蔵作品の複製などを詰めた

「やきもの」ボックス。

福岡市美術館

主任学芸主事

鬼本佳代子
もと か　よ　こおに

福岡市中央区大濠公園 1-6
TEL.092-714-6051

https://www.fukuoka-art-museum.jp/

福岡市美術館

ミュージアム・

エデュケーション

トビラ

の

ひ
ら
け！

ミュージアム・

エデュケーション

トビラ

福
岡
市
美
術
館

ど
こ
で
も
美
術
館

め
の
事
前
体
験
を
さ
せ
た
い
と
い
う
明
快
な

目
的
を
お
も
ち
で
し
た
�
お
か
げ
で
�
ボ
�

ク
ス
と
学
芸
員
と
作
家
の
役
割
が
う
ま
く
絡

み
合
い
�
子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
プ
ロ
�
チ
も

非
常
に
ス
ム
�
ズ
に
い
き
ま
し
た
�
子
ど
も

た
ち
は
�
ボ
�
ク
ス
を
使
�
て
磁
器
と
陶
器

の
違
い
を
体
感
す
る
な
ど
の
鑑
賞
体
験
と
�

作
家
と
の
作
品
製
作
と
い
う
実
技
体
験
の
組

み
合
わ
せ
で
�
焼
き
物
へ
の
興
味
・
関
心
を
�

よ
り
深
め
た
よ
う
に
思
い
ま
す
�

　二
〇
一
七
年
度
は
小
中
学
校
合
わ
せ
て

一
四
校
�
翌
年
度
は
特
別
支
援
学
校
と
院

内
学
級
も
加
え
二
六
校
で
実
施
し
ま
し
た
�

二
〇
一
九
年
三
月
に
美
術
館
が
リ
ニ
�
�
ア

ル
オ
�
プ
ン
し
て
か
ら
は
�
福
岡
市
の
小
中

高
校
へ
の
教
材
ボ
�
ク
ス
の
貸
し
出
し
と
�

美
術
館
に
な
か
な
か
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

地
域
の
小
中
学
校
や
特
別
支
援
学
校
�
公
民

館
の
高
齢
者
向
け
事
業
で
の
出
前
講
座
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
�
こ
の
教
材
ボ
�
ク
ス
が

き
�
か
け
と
な
�
て
�
よ
り
多
く
の
方
に
美

術
に
親
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
�

　福
岡
市
美
術
館
の
ア
ウ
ト
リ
�
チ
活
動
で

あ
る
﹁
ど
こ
で
も
美
術
館
﹂
が
始
ま
�
た
き
�

か
け
は
�
ず
ば
り
休
館
で
す
�
二
〇
一
六
年

か
ら
約
二
年
半
の
間
�
大
規
模
改
修
工
事
の

た
め
に
休
館
が
決
ま
り
�﹁
来
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
な
い
の
だ
か
ら
�
こ
ち
ら
か
ら
出

向
く
し
か
な
い
﹂
と
企
画
が
始
ま
り
ま
し
た
�

　本
当
は
実
物
の
作
品
を
持
�
て
行
き
た
い

け
ど
�
実
際
に
は
難
し
い
�
そ
こ
で
テ
�
マ

ご
と
に
学
べ
る
持
ち
運
び
用
の
教
材
ボ
�
ク

ス
を
つ
く
り
�
学
芸
員
が
出
前
講
座
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
�
所
蔵
作
品
の
複
製
が

入
�
た
﹁
絵
画
・
彫
刻
﹂
ボ
�
ク
ス
や
�
日

本
画
な
ど
の
描
画
材
が
入
�
た
﹁
素
材
と
技

法
﹂
ボ
�
ク
ス
�
九
州
ゆ
か
り
の
伊
万
里
焼

な
ど
に
触
れ
ら
れ
る
﹁
や
き
も
の
﹂
ボ
�
ク

ス
な
ど
�
い
ず
れ
も
当
館
の
所
蔵
作
品
と
関

連
し
て
い
ま
す
�
各
分
野
の
担
当
学
芸
員
や

大
学
の
先
生
方
と
知
恵
を
絞
り
�
内
容
や
活

用
法
を
考
え
�
当
館
な
ら
で
は
の
教
材
ボ
�

ク
ス
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き
ま
し
た
�

　私
自
身
�
つ
く
る
過
程
で
作
品
の
手
法
や

素
材
に
つ
い
て
改
め
て
知
る
こ
と
が
多
く
�

鑑
賞
者
に
も
触
る
こ
と
か
ら
作
品
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
�

　学
校
に
伺
う
場
合
�
各
ボ
�
ク
ス
に
よ
�

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
の
流
れ
は
あ
り
ま
す

が
�
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
�
て
学
校
ご

と
に
ア
レ
ン
ジ
を
施
し
て
い
き
ま
す
�
経
験

上
�
先
生
か
ら
﹁
こ
う
い
う
授
業
を
し
た
い
﹂

と
い
う
ビ
ジ
�
ン
を
示
し
て
も
ら
え
る
と
�

提
供
で
き
る
材
料
が
明
確
に
な
り
�
授
業
内

容
を
よ
り
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�

　例
え
ば
﹁
や
き
も
の
﹂
ボ
�
ク
ス
を
希
望

し
た
あ
る
小
学
校
で
は
�
地
元
に
お
住
ま
い

の
高
取
焼
の
作
家
さ
ん
の
指
導
で
子
ど
も
た

ち
が
焼
き
物
の
製
作
を
す
る
の
で
�
そ
の
た 　子

ど
も
の
頃
か
ら
も
の
づ
く
り

が
好
き
で
�
幼
稚
園
の
お
遊
戯
会

で
は
率
先
し
て
照
明
や
音
響
係

に
な
る
な
ど
�
舞
台
裏
の
仕
事
に

興
味
が
あ
り
ま
し
た
�
Ｖ
Ｆ
Ｘ
と

出
会
�
た
の
は
小
学
校
一
年
生

の
と
き
�
コ
ン
ピ
�
�
タ
で
合
成

し
た
映
像
技
術
で
話
題
だ
�
た

﹁A
L
W
A
Y
S
 

三
丁
目
の
夕
日
﹂
を

父
が
観
に
連
れ
て
行
�
て
く
れ
た

ん
で
す
�
そ
の
映
像
の
凄
さ
に
﹁
こ

ん
な
世
界
を
人
の
手
で
つ
く
れ
る

ん
だ
！
﹂
と
衝
撃
を
受
け
�
僕
も

人
を
驚
か
せ
る
よ
う
な
作
品
を
つ

く
り
た
い
と
思
い
の
め
り
込
ん
で

い
き
ま
し
た
�

　﹁20
4
5

﹂
は
中
学
校
三
年
生
の

と
き
の
作
品
で
す
�
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
中
で
自
分
の
好
き
な

Ｖ
Ｆ
Ｘ
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ

て
�
実
際
に
作
品
を
つ
く
る
と
い

う
こ
と
を
研
究
テ
�
マ
に
一
年
か

け
て
制
作
し
ま
し
た
�
そ
れ
ま
で

に
個
別
に
つ
く
�
て
い
た
動
画
を

一
つ
に
ま
と
め
て
映
像
作
品
に
し

よ
う
と
思
い
�
脚
本
や
音
響
・
監

督
ま
で
自
ら
手
掛
け
ま
し
た
�
人

物
や
建
物
の
素
材
な
ど
は
街
へ
出

て
実
物
を
撮
影
し
て
い
ま
す
�

　映
像
の
技
術
は
ほ
ぼ
独
学
で
す

が
�
制
作
中
は
様
々
な
作
品
の
メ

イ
キ
ン
グ
映
像
を
鑑
賞
す
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
�
見
る
と
モ
チ

ベ
�
シ
�
ン
が
上
が
る
ん
で
す
�

﹁
こ
ん
な
手
法
も
挑
戦
し
て
み
た

い
！
﹂
�
て
�

　今
は
演
劇
部
で
も
活
動
し
て
い

ま
す
�
演
技
の
世
界
を
知
る
こ
と

で
表
現
の
幅
を
広
げ
た
い
と
考
え

た
か
ら
で
す
�
作
品
に
よ
�
て
は
�

小
道
具
の
制
作
や
進
行
管
理
も
担

当
し
な
が
ら
�
み
ん
な
で
つ
く
り

上
げ
て
い
く
面
白
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
�
も
ち
ろ
ん
�
映
像
作
品
の
制

作
も
継
続
中
で
す
�
や
は
り
人
が

驚
く
よ
う
な
作
品
が
つ
く
れ
た
と

き
は
楽
し
い
で
す
か
ら
�
将
来
は

映
像
の
道
へ
進
み
た
い
で
す
ね
�

技
術
的
な
進
化
が
激
し
い
業
界
な

の
で
�
時
代
の
流
れ
を
捉
え
�
最
先

端
の
環
境
で
働
け
る
こ
と
を
夢
み

て
い
ま
す
�

近未来の地球をテーマに、中学校

三年生のときに発表した映像作

品。制作に使用したのは主に「ブ

レンダー」というフリーのCGソフ

ト。映像を制作する技術は、本や

YouTube などから独学で習得し

た。作品は YouTube で大反響と

なり、150 万回以上（2019 年 9 月

時点）再生されている。

図画工作、美術の授業で学ん

だことを生かすと、どんな世界

が広がり、どんな未来が描ける

のでしょうか。各地で活躍する高

校生にスポットを当ててご紹介す

る「ラフスケッチ」。今回は、小学

校一年生の頃から興味のあった

VFXをメインにした動画「2045」

で注目を集め、現在は演劇部でも

活躍している三年生の三宅智之さ

んにお話を伺いました。

写真：エスエス上田新一郎

forme No.319 ㉖forme No.319㉗ 高中小写真：菊地大作高中小

https://www.youtube.com/watch?v=pfGpV-cJOmA


成
相 

肇

　
な
り
あ
い
・
は
じ
め

東
京
ス
テ
�
シ
�
ン
ギ
�
ラ
リ
�
学
芸
員
�

一
九
七
九
年
生
ま
れ
�
府
中
市
美
術
館
学
芸
員
を
経
て
�

二
〇
一
二
年
か
ら
現
職
�

主
な
企
画
展
に
﹁
石
子
順
造
的
世
界
﹂�﹁
デ
�
ス
カ

バ
�
�
デ
�
ス
カ
バ
�
・
ジ
�
パ
ン
﹂�﹁
パ
ロ
デ
�
�
二

重
の
声
﹂
な
ど
�

東
京
ス
テ
�
シ
�
ン
ギ
�
ラ
リ
�
展
覧
会
情
報

﹁
辰
野
金
吾
と
美
術
の
は
な
し

 

　
　
　
　
没
後
百
年
特
別
小
企
画
展
﹂

︵
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
日
〜
二
四
日
︶

た
い
へ
ん
上
品
な
レ
ス
ト
ラ
ン
に
招
か
れ
�
食
べ
た

こ
と
の
な
い
よ
う
な
も
の
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
�
と
て
も
酸
�
ぱ
か
�
た
り
苦
か
�
た
り
�

様
々
に
舌
を
刺
激
し
て
く
る
知
ら
な
い
野
菜
を
食

べ
て
い
る
う
ち
に
�
道
端
の
草
を

い
ろ
い
ろ
と
噛
ん
で
い
た
小
学

生
の
頃
の
自
分
を
思
い
出
し

ま
し
た
�
美
食
が
極
ま
る
と
雑

草
に
行
き
つ
く
の
で
は
�

文

︿
今
号
の
ひ
と
言
﹀

教
科
書
に
載
�
て
い
る
�
あ
の
作
品
�

誰
も
が
知
�
て
い
る
作
品
や
�
初
め
て
出
会
う
作
品
�

い
つ
も
の
見
方
は
い
�
た
ん
忘
れ
て
�
一
緒
に
新
し
い
見
方
を
試
し
て
み
ま
し
�
う
�

そ
れ
ま
で
見
え
な
か
�
た
作
品
の
一
面
が
�
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
�

空との距離Ⅰ

［岩絵の具・麻紙／ 240×240cm］2002

広島市現代美術館蔵

日高理恵子 ［東京都・1958〜］
だか りひ え こ

第
二
二
回

　
足
で
絵
を
描
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
�

白
髪
一
雄
と
い
う
画
家
が
い
ま
す
�
小
手

先
の
き
か
な
い
足
に
全
体
重
を
か
け
て
�

た
�
ぷ
り
と
盛
ら
れ
た
泥
の
よ
う
な
油
絵

の
具
を
暴
れ
回
ら
せ
た
画
面
は
�
文
字
通

り
じ
つ
に
動
力
学
的
で
す
�
面
白
い
の
は
�

い
わ
ば
足
げ
に
さ
れ
て
い
た
キ
�
ン
バ
ス

が
壁
に
掛
け
ら
れ
る
と
�
そ
の
絵
の
具
の

勢
い
が
こ
ち
ら
に
向
か
�
て
せ
り
出
し
て

感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
す
�
以
前
�
と
あ
る

展
覧
会
で
白
髪
の
作
品
が
床
に
寝
か
せ
て

展
示
し
て
あ
る
の
を
見
て
�
ひ
ど
く
驚
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
�
制
作
過
程
を
再

現
す
る
と
い
う
趣
向
だ
�
た
わ
け
で
す
が
�

そ
こ
に
あ
る
の
は
ど
う
見
て
も
�
大
量
の

絵
の
具
を
ぶ
ち
ま
け
た
だ
け
の
�
だ
ら
し

な
い
広
が
り
で
し
た
�
絵
を
立
ち
上
げ
る
�

と
い
う
最
後
の
決
定
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
削

除
さ
れ
て
し
ま
�
て
い
た
の
で
す
�
ほ
ん

の
ひ
と
手
間
で
こ
う
も
見
え
方
が
違
う
と

は
！ 

足
で
描
く
と
い
う
方
法
の
奇
抜
さ
ば

か
り
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
�
白
髪
の

作
品
の
凄
み
は
�
重
力
の
方
向
が
ぐ
る
�

と
転
回
し
て
�
こ
ち
ら
の
目
と
対
面
す
る

こ
と
で
初
め
て
立
ち
現
れ
て
い
た
の
だ
と

い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
す
る
経
験

で
し
た
�

　
こ
こ
に
お
見
せ
し
て
い
る
日
高
理
恵
子

さ
ん
の
作
品
で
は
�
白
髪
の
例
と
ち
�
う

ど
逆
さ
ま
に
�
や
は
り
ぐ
る
�
と
方
向
が

転
換
し
て
い
ま
す
�
こ
の
作
品
も
ま
た
�

作
者
の
視
点
通
り
に
天
井
に
展
示
し
た
と

し
た
ら
�
き
�
と
台
無
し
に
な
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
�
見
上
げ
ら
れ
た
木
の
枝
を
�

私
た
ち
は
い
ま
�
正
面
か
ら
見
て
い
ま
す
�

高
低
と
前
後
の
関
係
が
�
奥
行
き
と
天
地

︵
上
と
下
︶
の
関
係
に
切
り
替
わ
�
て
い

る
�
そ
し
て
�
天
か
ら
降
り
注
い
で
い
た

陽
の
光
は
�
ま
る
で
ラ
イ
ト
ボ
�
ク
ス
の

よ
う
に
�
真
正
面
か
ら
�
水
平
に
こ
ち
ら

へ
向
か
�
て
き
て
い
る
�
そ
の
と
き
私
た

ち
は
�
正
面
か
ら
光
を
受
け
る
葉
や
木
の

芽
と
同
じ
視
点
に
立
�
て
い
る―

―

と
い

う
の
は
ロ
マ
ン
テ
�
�
ク
過
ぎ
る
解
釈
で

す
が
�
縦
横
に
広
が
る
枝
ぶ
り
は
ネ
�
ト

の
よ
う
に
な
�
て
�
見
つ
め
て
い
る
と
枝

と
枝
と
の
間
に
絡
め
取
ら
れ
る
よ
う
な
感

覚
が
し
て
き
ま
す
�
重
力
の
方
向
が
転
換

し
�
図
像
の
座
標
が
変
わ
る
と
い
う
�
ひ

そ
や
か
な
が
ら
大
き
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
が

起
こ
る
こ
と
で
�
こ
ち
ら
の
体
が
ふ
わ
り

と
浮
か
び
上
が
る
よ
う
な
体
感
に
つ
な

が
�
て
い
ま
す
�

　
絵
と
い
う
特
殊
な
物
体
は
�
い
つ
も
壁

に
掛
け
ら
れ
る
こ
と
で
�
重
さ
と
い
う
ス

テ
�
タ
ス
を
忘
れ
さ
せ
る
よ
う
に
扱
わ
れ

て
い
ま
す
�
も
の
す
ご
く
重
た
い
は
ず
の
彫

刻
で
さ
え
�
作
品
の
情
報
を
記
し
た
キ
�

プ
シ
�
ン
の
中
に
重
量
が
書
か
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
�
美
術
館
は
無
重
力
空
間

の
ふ
り
を
し
て
い
る
の
で
す
�
実
の
と
こ

ろ
�
重
さ
が
忘
れ
ら
れ
�
な
い
も
の
に
さ

れ
て
い
る
と
い
う
条
件
を
生
か
す
こ
と
で
�

見
る
者
の
視
覚
体
験
�
そ
し
て
平
衡
感
覚

に
働
き
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
作
品
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
�
私
た
ち
に
と
�
て
あ

ま
り
に
当
た
り
前
な
�
つ
ま
り
無
意
識
に

私
た
ち
を
縛
�
て
い
る
�
重
力
の
存
在
に

意
識
を
向
け
な
が
ら
作
品
を
見
て
み
る
と

き
�
そ
の
作
品
か
ら
受
け
取
る
不
思
議
な

感
覚
の
理
由
の
一
端
を
つ
か
め
る
こ
と
が

あ
る
は
ず
で
す
�
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
は
�

太
陽
が
動
い
て
い
る
と
思
�
て
い
た
の
に
�

実
は
地
球
の
ほ
う
が
動
い
て
い
る
と
知
�

た
と
き
の
感
覚
に
�
近
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
よ
�

重
力
を
意
識
し
て
み
る

・
・

・
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�
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�
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ロ
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す
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︵
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︶
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光
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縦
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が
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ら
れ
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忘
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情
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れ
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あ
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取
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上：誕生［ペン・インク・透明水彩・紙／300×400cm］

2013～16 佐賀県立美術館蔵
池
いけ

田
だ

 学
まなぶ

［佐賀県・1973～］
撮影：エリック・タドセン
下：「誕生」制作中の様子。
撮影：クライトン・アダムス

「誕生」はアメリカにあるチェゼン美術館の滞在制

作プログラムで制作された作品である。東日本大

震災を受け、未曾有の大災害に対して作家や美術

に何ができるのか、と悩んだことがこの作品を描

くきっかけになったという。池田は多彩なモチー

フを小さく緻密に描き込みながら、全体の構成を

つくり上げる。全体としては波打ち際に立つ、花

咲く樹木のイメージだが、細部を見ると池田の体

験にまつわる事物や、ひらめいた空想を形にした

物などが配置されていて、物語を想起させる部分

もある。小さなモチーフを緻密に描き込む作風な

ため、1日に描き進められるのは約10cm四方程度

だという。制作には3年以上をかけた。全体の下

描きはせず、描きながら発想を広げていくのも大

きな特徴だ。池田は「描いているのは世界中どこ

でも起こりうる自然災害であって、そのテーマは

自然と人間の共存という普遍的なものだというこ

とに気がついた」と語っている。
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『村上センセイが行く！
全国美術室探訪
隣の中学校は何をしているの？ 動画版』
好評連載コーナーの動画版。村上先生と全国
の美術の先生との対談をお見せします。

授業づくりのABC ～題材のポイント～
表現・鑑賞の題材ごとにポイントを絞った解説
を掲載します。

小・中・高を通して「図画工作・美術」の教科書をつくっているのは、日文だけ。これからも「図画工作・美術」を応援します。

中学校美術科教科書小学校図画工作科教科書 高等学校芸術科美術教科書

1954年生まれ。北海道教育大学岩見沢校教授。中

央教育審議会 初等中等教育分科会教育課程部会 

幼児教育部会委員、同芸術ワーキンググループ委員

（平成29年）、文部科学省「学習指導要領等の改善

に係る検討に必要な専門的作業等協力者主査（小

学校図画工作）」（平成29年）などを歴任。

阿部宏行

著者紹介

　絵に表す題材で、「白いところがなくなるように塗っておいで！」と

いう指導があります。このような指導の背景には、「空は青色で、地

面は茶色」などの絵に対する先生の固定的な完成イメージがありま

す。しかし、ある子どもが塗っていない部分を指さし、自信満々に「こ

こは、空でもないし、土でもない、空気だよ」と言いました。子どもに

は、自分なりの理由があるのです。

　学年が上がるにつれて、空間を３次元で捉える力が発達し、重なり

や奥行き、遠近にも気付くようになります。すると今度は、「これをど

うしたら絵に表せるのか」という疑問が沸いてきます。子どもの気付

きや疑問に寄り添い、自ら試行錯誤し課題を解決しようと資質・能

力を発揮する姿を見守りながら、指導することが大切です。

画用紙の「余白恐怖症」、本当は先生にある

PICK UP

ABCシリーズのラインナップ

べ ひろ ゆきあ

ABCシリーズは公式Webサイトで全編をお読みいただけます。

また、冊子をお送りすることもできます。

新刊

4コマ漫画で、子どもや図工のことを学べるABCシリーズ。

ここでは、同シリーズから毎号のテーマに合わせた内容を

選んでご紹介します。

今回は、『題材のABC』p.37をピックアップ！

※このコーナーは、ABCシリーズからピックアップしたページを基に、再編集して掲載しています。

収録コーナーのご紹介

【Web マガジン】
●学び！と美術
奥村高明先生がおくる
図画工作・美術教育の最前線。

【機関誌・教育情報】
●図工のみかた
新学習指導要領について子どもの姿を
基に分かりやすく語ります。

●ＡＢＣシリーズ
先生の心得から造形教育まで、
4 コマ漫画で解説。

【学習指導要領関連】
●学習指導要領新旧対照表
現行学習指導要領と新学習指導要
領の対照表を掲載しています。

●文部科学省情報
文部科学省発信の図画工作科関連
の情報を集めました。

サイトオリジナル

「形 forme」をさらに深める

iPhoneアプリ「中学美術先生のためのABC」をWebにも展開

はじめました

検 索日文　中学美術

普段お使いのLINEに

『中美（チュービ）』の

更新情報等をお届けします！

詳しくはWeb へ！

検 索日文 図工

詳しくはWeb へ！

「友達募集中」
登録は、こちらのQRコードから！

収録コーナーのご紹介

図工のお悩み相談室

図画工作の教科書、授業で使っていますか？ 基本の使い方から意
外と知らない活用術まで、山田先生がまるっと教えます！

図画工作の授業で、先生方がもつ疑問やお悩みに、
全国のベテラン先生がお答えします。

指導者用デジタル教材
サンプルのご紹介
R2年度版図画工作科教科書教師用指導書

「指導者用デジタル教材」のサンプルをご紹介。
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中学校美術の先生
応援Webサイト

図画工作の
特設Webサイト

大橋功先生★美術のチカラ
～美術による学びの成長ストーリー～

中学校美術による学びのチカラを、３年間の
生徒の成長する姿に重ねて、大橋功先生と一
緒に考えていく連載コラムです。

各界の方々にインタビュー
つながる美術
美術教育とのつながりを美術教育以外の視点
から各界で活躍する人々にインタビュー。あな
たがもし美術の授業をするなら？ などを聞く。

中美な人
～もっと知りたい指導の工夫～

「学びのフロンティア」をWebでも展開します
（中学校のみ）。

指導の悩みABC ～先輩からのアドバイス～
指導や授業での悩みや疑問を取り上げ、問題
解決へのアドバイスを提案します。
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